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●今月の主なお知らせなど

山鹿市消防本部からのお知らせ
平成 29 年度上半期財政状況
平成 30 年度固定資産税（償却資産）の申告

平成 30 年４月からの幼稚園・保育園・認定こども園 入園児募集

国民健康保険の財政状況（平成 28 年度決算）

山鹿温泉祭 2017 イベントスケジュール

虐
ぎゃく

待
た い

や暴力から隣の人を守りましょう
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11
月
の
広
報

　将来は設計士になりたいです。テレビドラ
マで見て、格好良くて面白そうだと思いまし
た。自分の家を設計してみたいです。今はサッ
カー部で、週３回の練習を頑張っています。

宮永　元
げ ん

太
た

さん
山鹿小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

目次
３ 平成 30 年４月からの幼稚園・保育園・認定こど

も園  入園児募集
４ 山鹿温泉祭 2017 イベントスケジュール
６ 山鹿市消防本部からのお知らせ
８ 平成 29 年度上半期財政状況
10 平成 30 年度　固定資産税（償却資産）の申告
11 国民健康保険の財政状況（平成 28 年度決算）
12 虐

ぎゃく

待
た い

や暴力から隣の人を守りましょう
13 シリーズ日本遺産③
14 叙勲・表彰・各種大会出場などのご紹介
15 街角ぐるっとナビ
16 みんなの広場 / 今月の街角ギャラリー
18 市民文芸
19 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
20 平成 32 年３月 31 日で山鹿市サイクリングター

ミナルを廃止します
消費生活相談

21 環境だより / バンビ通信
22 山鹿市カルチャースポーツセンター多目的グラ

ウンド・テニスコートの整備工事着工
こんにちは。私たちは、女性ネットワーク山鹿です

23 およろこび・うぶごえ・おくやみ
24 わくわくネット
26 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.103
28 案内板
34 定例相談
35 オムロンハンドボール部

11 月の休日在宅当番医・当番薬局
36 すくすく倶楽部

山鹿ブランド商品紹介コーナー

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
オムロンハンドボール部ホームゲーム

　９月30日、山鹿市総合体育館で日本ハンドボー
ルリーグ第６戦が行われ、オムロンはＨＣ名古屋と
対戦。地元の大声援を受けるオムロンが勝利しまし
た。表紙はシュートを放つ吉田起

ゆき

子
こ

選手です。試合
前には吉田選手のリーグ通算200得点を記念して、
熊本県ハンドボール協会田川俊

とし

子
こ

副会長から花束が
贈られました。試合詳細は35ページをご覧ください。

オムロンの得点に盛り上がる観客席
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幼
稚
園

　

利
用
を
希
望
す
る
幼
稚
園
で
申
込
書
の
配

布
・
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
市
外
の
幼
稚
園

の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
希
望
の
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
対
象　
３
・
４
・
５
歳
児

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

11
月
27
日
㈪
～
12
月
８
日
㈮

　

※
土
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　
各
幼
稚
園

保
育
園

　

保
護
者
が
何
ら
か
の
理
由
で
、
日
中
家
庭

で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
場
合
（
要
件
あ

り
）、
０
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
書
配
布
開
始
日
　
11
月
１
日
㈬

申�

込
書
配
布
場
所　
各
保
育
園
、子
ど
も
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付
期
間

　

●　

�

山
鹿
地
区
・
市
外
保
育
園

　

11
月
27
日
㈪
～
12
月
８
日
㈮
※
土
日
除
く

　

●　

�

鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区

　

11
月
27
日
㈪
～
12
月
１
日
㈮

申
込
場
所
・
受
付
時
間

①�

新
規
の
場
合
（
面
接
を
行
い
ま
す
。
午
前

９
時
～
午
後
６
時
受
け
付
け
）

　

●　

山
鹿
地
区
の
保
育
園
…
子
ど
も
課

　

●　

�

鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
の
保
育

園
…
各
地
区
の
市
民
セ
ン
タ
ー

②
継
続
の
場
合
：
各
保
育
園
（
開
園
時
間
内
）

③�

市
外
保
育
園
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合　

子
ど
も
課
（
面
接
を
行
い
ま
す
。
午
前
９

時
～
午
後
６
時
受
け
付
け
）

認
定
子
ど
も
園

▼
１
号
認
定
（
教
育
認
定
）

　

認
定
こ
ど
も
園
霊
泉
幼
稚
園
は
平
成
30
年

度
に
満
３
歳
に
な
る
幼
児
か
ら
入
園
で
き
ま

す
。
新
規
申
し
込
み
の
場
合
は
、
別
途
子
ど

も
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
支
給
認
定

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
込
受
付
期
間
　
随
時
募
集

①
新
規
の
場
合

申
込
場
所　
認
定
こ
ど
も
園
霊
泉
幼
稚
園

※�

市
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
直
接
希
望
の
施
設
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
継
続
の
場
合

申
込
場
所　
各
認
定
こ
ど
も
園

▼
２・３
号
認
定
（
保
育
認
定
）

　

保
護
者
が
何
ら
か
の
理
由
で
、
日
中
家
庭

で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
場
合
（
要
件
あ

り
）。

①
新
規
・
市
外
（
継
続
を
含
む
）
の
場
合

申
込
受
付
期
間

　

11
月
27
日
㈪
～
12
月
８
日
㈮
※
土
日
除
く

申�

込
場
所
・
受
付
時
間　
子
ど
も
課　

午
前

９
時
～
午
後
６
時
（
面
接
を
行
い
ま
す
）

②
継
続
の
場
合

申
込
場
所　
認
定
こ
ど
も
園
霊
泉
幼
稚
園

※
保
育
園
の
保
育
料
は
原
則
口
座
振
替
で
す
。

問
子
ど
も
課　
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
１
４

　
各
市
民
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
鹿
北　
☎（
32
）３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
菊
鹿　
☎（
48
）３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
鹿
本　
☎（
46
）３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
鹿
央　
☎（
36
）３
１
１
１

平
成
30
年
４
月
か
ら
の

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園 

入
園
児
募
集

地区 幼稚園名（所在地） 電話番号 利用定員 経営
山鹿 山鹿幼稚園（桜町） (43)1154 105 市立
鹿本 鹿本幼稚園（御宇田） (46)2345 75 市立

地区 保育園名（所在地） 電話番号 利用定員 経営

山鹿

山鹿保育園（川端町） (43)1153 110 市立
米田保育園（南島） （43)1159 50 市立
やはた保育園（熊入町） (43)1157 90 法人
大道保育園（方保田） (46)2328 80 法人
ゆりかご乳児保育園（下吉田） (44)2961 80 法人
山鹿東保育園（鹿校通） (44)6253 110 法人
山鹿中央保育園（山鹿） (44)3653 80 法人
平小城保育園（平山） (43)6084 90 法人
三岳保育園（寺島） (43)3874 50 法人
三玉保育園（久原） (43)6330 120 法人
山鹿若葉保育園（鹿校通） (43)7187 70 法人
山鹿西保育園（志々岐） (44)5582 50 法人
八玉保育園（久原） (43)5181 110 法人

鹿北 まほろば保育園（四丁） (32)2230 90 法人

菊鹿
つぼみ保育園（上永野） (48)2198 60 法人
栗の実保育園（長） (48)2134 50 法人
城北アソカ保育園（松尾） (48)2129 40 法人

鹿本

幼慈園（御宇田） (46)2360 90 市立
富慈園（中川） (46)2578 60 市立
稲光園（高橋） (46)5030 80 法人
かもと乳児保育園（下高橋） (46)3439 80 法人

鹿央 かおう保育園（合里） (36)2110 170 市立

地区 認定こども園名（所在地） 電話番号 利用定員 経営

山鹿 認定こども園霊泉幼稚園
（大宮通） (44)3120

（１号認定）
35

（２･３号認定）
34

法人

市内の幼稚園・保育園・認定こども園一覧

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
季
に
合
わ
せ
、
11
月
９
日
㈭
か

ら
15
日
㈬
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
は
次
に
挙
げ
る
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
り
、
火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

平
成
28
年
中

山
鹿
市
火
災
発
生
件
数
お
よ
び
原
因

　

昨
年
の
火
災
発
生
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。
ど
の
火
災
も
不
注
意
が
原
因
で

発
生
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
逆
に
言
え

ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
火
災
が
多

か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
寒
く
な
り
、
暖
房
機
器
や
火
の

使
用
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
も

以
上
に
火
の
安
全
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
総
件
数
…
25
件

 

…

原
因　

�

た
ば
こ
、こ
ん
ろ
、か
ま
ど
、炉
、

電
気
機
器
、
電
気
装
置
、
電
気

配
線
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、

そ
の
他

 

…

原
因　
た
き
火
、
火
入
れ
、
そ
の
他

 

…

原
因　
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ
、
た
き
火

救
急
医
療
週
間

救
急
医
療
講
演
会
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

実
技
講
習
会

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救

急
の
日
」
と
し
て
、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間

中
は
、
全
国
各
地
で
応
急

処
置
な
ど
の
普
及
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
、
消
防
本
部

で
は
鹿
本
医
師
会
（
幸
村

克か
つ

典の
り

会
長
）
と
共
催
で
、

救
急
医
療
講
演
会
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
講
習

会
を
開
催
。
山
鹿
市
内
の
福
祉
関
係
者

や
医
療
従
事
者
ら
88
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
演
会
で
は
、
熊
本
赤
十
字
病
院

の
奥
本
克か

つ

己き

先
生
か
ら
「
熊
本
県
型
ヘ

リ
救
急
搬
送
体
制
そ
の
後
」と
題
し
て
、

熊
本
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
仕
組
み
や

役
割
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
後
、
山
鹿
消
防
署
救
急
隊

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
講
習
を
実
施
。
参

加
者
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

園
児
も
見
学

熊
本
県
防
災
消
防
ヘ
リ
と
の
合
同
訓
練

　

９
月
25
日
に
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
不
動
岩
で
、
山
鹿

消
防
署
と
熊
本
県
防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
「
ひ
ば
り
」
と
の
合
同
救
助
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の
様
子

を
、
や
は
た
保
育
園
と
杉
の
子
保
育
園

の
園
児
ら
約
１
０
０
人
が
見
学
。
間
近

で
見
る
訓
練
の
迫
力
に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
近
年
の
登
山
ブ
ー

ム
で
発
生
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
る
山

岳
救
助
を
実
施
。
不
動
岩
付
近
の
山
中

で
救
助
要
請
が
あ
っ
た
と
想
定
し
ま
し

山鹿市消防本部からのお知らせ
YAMAGA  FIRE  DEPARTMENT

問消防本部　☎ (43)1194

全
国
統
一
防
火
標
語　

火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に

平
成
29
年　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

住
宅
防
火

「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

●　

�

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　

●　

�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

●　

�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

●　

�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

●　

�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

●　

�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

　

●　

�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

18
件

４
件

３
件

建 
物 
火 
災

林 

野 

火 

災

そ
の
他
火
災

AED実技講習の様子

普通救命講習のご案内
　消防本部では、毎月普通救命講習を実施し
ています。お気軽にご参加ください。
日時　毎月第４日曜日　午前９時～正午
�会場　山鹿市消防本部　多目的ホール
定員　30人
申�込期限　毎月第３日曜日まで（申請書を提
出してください）

受講料　無料
※�申請書は消防本部のホームページ（試験資
格／講習案内）よりダウンロードできます。
※�インターネットで学科部分を学習し、テス
トに合格すると受講時間が短縮されます。
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た
。
ま
ず
、
消
防
隊
員
を
ヘ
リ
で
不
動

岩
に
投
入
し
、
要
救
助
者
を
ヘ
リ
で
つ

り
上
げ
可
能
な
位
置
に
搬
送
。
そ
の
後

ヘ
リ
が
救
助
し
、
救
急
隊
が
待
機
す
る

場
所
ま
で
搬
送
し
ま
し
た
。

　

本
市
内
に
は
、
八
方
ヶ
岳
や
国
見
山

な
ど
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
も
存
在

し
、多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

現
場
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

は
、こ
の
よ
う
な
訓
練
が
不
可
欠
で
す
。

航
空
隊
と
の
訓
練
を
通
し
て
お
互
い
の

連
携
を
深
め
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
見
学
に
来
た
園
児
の
皆
さ

ん
！
こ
の
中
か
ら
未
来
の
消
防
士
が
誕

生
し
、
一
緒
に
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

待
っ
た
な
し
！

あ
な
た
の
住
宅
に
も
火
災
警
報
器
の
取

り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
目
で
煙

や
炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ
臭
い
に
お

い
を
感
じ
た
り
、
耳
で
パ
チ
パ
チ
と
い

う
音
を
感
じ
た
り
と
、
五
感
に
よ
っ
て

気
付
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ
た

部
屋
な
ど
で
物
事
に
集
中
し
て
い
る
時

な
ど
に
は
、
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
の
火
災
で

発
生
す
る
煙
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
音

や
音
声
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
の
が
、住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

実
際
に
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ
と

で
助
か
っ
た
命
が
あ
り
ま
す
。

　

右
の
グ
ラ
フ
を
見
て
分
か
る
と
お

り
、
本
市
の
設
置
率
は
全
国
や
熊
本
県

の
平
均
と
比
較
し
て
も
低
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
家
族
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

活
用
し
ま
し
ょ
う

山
鹿
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
や
、
平
成
29

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
近
年
で

は
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
こ

と
し
４
月
に
各
家
庭
に
配
付
し
た
ほ

か
、
市
と
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ

に
は
、
河
川
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
た
場
合
に
浸
水

が
予
想
さ
れ
る
場
所
や
、
土
砂
災
害
の

危
険
性
が
あ
る
場
所
な
ど
を
示
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と

で
、
早
め
に
避
難
行
動
を
と
っ
た
り
、

危
険
を
回
避
し
て
移
動
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
災
害
に
対

応
で
き
る
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

豪
雨
災
害
に
備
え
て
お
き
た
い
こ
と

　

●　�

気
象
情
報
や
防
災
情
報
を
こ
ま
め
に

確
認
す
る
。

　

●
　�

非
常
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
て
お
く
。

　

●
　�

防
災
マ
ッ
プ
を
見
て
、
危
険
区
域
の

確
認
と
緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
て

お
く
。

　

●
　�

大
雨
の
と
き
は
河
川
や
用
水
路
、
山

の
斜
面
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

要救助者のつり上げ訓練の様子

0

20

40

60

80

100
（％）

全国

81.7％ 80.5％

61.3％

住宅用火災警報器設置率
（H29.6.1時点）

熊本県 山鹿市

　災害に備える「防災」
が「忘

ぼう

災
さい

（災害を忘れる）」
になってはいけません。防
災意識を高め、災害に負け
ない地域をつくりましょう。

　ことし３月、消防本部にＣ
キ ャ フ ス

ＡＦＳ機能を搭
載した消防ポンプ車が仲間入りしました。
　ＣＡＦＳとは、新たに開発された「圧縮空
気泡消火装置」です。この装置は、積載して
いる水に薬剤と圧縮空気を加えて発泡させる
もので、水を泡にすることで表面積を広げ、
効率よく消火できる優れものです。使用して
いる消火薬剤は、天然成分由来の原料を使用
しているため、環境に優しいという特徴も持
ち合わせています。

消防大辞典
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人
を
創
る

経
済
を
創
る

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

●学校規模適正化事業
　学校の適正規模を確保し、安全安心な教育環
境を提供するため、学校施設の整備に取り組み、
児童が社会性や協調性を養うことができる環境
づくりを推進しています。

めのだけ小学校新校舎

●国際交流事業
　8月に姉妹都市オーストラリア・クーマの高校
生や関係者ら総勢 33 人の訪問団が本市を訪れ、
日本文化の体験を通して市内の中学生・高校生
と交流を図りました。

クーマの訪問団との交流

●地域おこし協力隊
　都市部からの人材を積極的に誘致し、定住・定
着を図ることで地域コミュニティの維持・強化や
地域資源の発掘、振興、地域づくり団体の活動支
援を行い、魅力ある地域づくりを進めています。

協力隊による福岡市でのＰＲ活動

●一般廃棄物処理施設整備事業
　現在使用している「山鹿植木広域行政事務組
合鹿央クリーンセンター」が、平成 30 年度末で
閉鎖されるため、本市の燃やすごみなどを処理
する施設を建設しています。

平成31年４月稼働に向けて整備中

●にぎわい創出推進事業
　日本屈指の観光地づくりを目指すために、県
北地域との広域的な連携を行いながら、さまざ
まな観光商品を開発し、外国人を含む観光客数
および宿泊客数の増加を図っています。

９月に開催したキタクマ・ヤッホートレイル

●文化財管理費（日本遺産）
　ことし 4月の日本遺産認定を受け、菊池川流
域の３市町（菊池市・玉名市・和水町）や観光・
農業事業者とも連携し、国内外に積極的に情報
発信することで交流人口の増加を目指します。

日本遺産認定を記念したセレモニー

財 政 状 況
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平成 29年度上半期 (平成 29年４月１日〜９月 30日 )
の予算執行状況、財産、市債 ( 長期借入金 )、一時借入
金および基金 ( 積立金 ) の現在高の状況や、現在実施中
の主な事業を紹介します。

人輝き飛躍する都
ま

市
ち

　やまが

平成29 年度 上半期

●市債（長期借入金）の状況（特別・企業会計）

●財産の状況

会　 計 　名 土　地 建　物 有価証券 出 資 金 債　権 基　金

一 般 会 計 1,220万1,197㎡ 32万8,134㎡ 6,661万２千円 １億3,691万５千円 12億3,329万５千円 153億　866万２千円

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 ４億9,462万２千円

農業集落排水事業 4万1,734㎡ 5,847㎡ 75万０千円 2,489万７千円

介護保険事業 ４億6,623万３千円

簡易水道事業 １万　415㎡ 420㎡

六郷財産区 90万3,332㎡ 41万４千円 3,160万７千円

城北財産区 109万1,720㎡ 125万９千円 7,121万０千円

稲田財産区 178万　774㎡ 53万２千円 2,142万９千円

企
業
会
計

水道事業 ２万7,744㎡ 1,418㎡

病院事業 １万9,976㎡ １万6,198㎡

下水道事業 ５万5,705㎡ 9,777㎡ 16万１千円

合　計 1,613万2,597㎡ 36万1,794㎡ 6,661万２千円 １億3,912万０千円 12億3,420万６千円 164億1,866万０千円

会 計 名 ９月末の借入残高

　農業集落排水事業 54 億 4,686 万２千円

　簡易水道事業 13 億 5,722 万７千円

　水道事業 23 億 6,034 万７千円

　病院事業 38 億 5,548 万３千円

　下水道事業 49 億 6,738 万７千円

●基金（積立金）の状況（一般会計）

財政調整や建設改良のためなど
の積立金

９月末の基金現在高
146億7,371万６千円

市民一人あたり 27万5,905円（/53,184人）

●市債（長期借入金）の状況（一般会計）

将来にわたって利用される施設な
どの整備費用を世代間で公平に
負担するための長期借入金

９月末の借入残高

318億8,822万０千円

市民一人あたり 59万9,583円（/53,184人）

問財務課　☎ (43)1119

●予算の執行状況

区　分 一般会計 特別会計 企業会計
　　　  歳入・収入予算額 290 億　723 万９千円 174 億 7,037 万１千円 58 億 3,117 万３千円

　　　  歳入・収 入 済 額 152 億　382 万２千円 72 億 7,248 万２千円 27 億 8,291 万０千円

　　　  歳出・支出予算額 290 億　723 万９千円 174 億 7,037 万１千円 67 億 6,062 万３千円

　　　  歳出・支 出 済 額 120 億 5,783 万６千円 68 億 2,682 万６千円 25 億 3,703 万７千円

※�特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療、農業集落排水事業、介護保険事業、簡易水道事業、六郷財産区、城北財産区、
稲田財産区）、企業会計（水道事業、病院事業、下水道事業）

●一時借入金（短期借入金）の借入状況
※全会計において、一時借入金はありません。

財 政 状 況
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平成30年度　固定資産税（償却資産）の申告

　山鹿市内で事業に使用する資産を所有してい
る場合は、地方税法 383条の規定により、毎年
１月１日現在（賦課期日）の所有状況を山鹿市
に申告する義務があります。

■ 償却資産とは？
　事業（不動産業、製造業、小売業、建設業、金融
保険業、運輸通信業、サービス業、リース業、農業
など）を営んでいる個人や法人が、土地、家屋以外
の「事業に使用している資産（下表の主な償却資産
の例示参照）」をいいます。

●申告書の送付など
　平成 29 年度の申告をした人には、12 月に平成 30 年
度用申告書（様式）を郵送します。国税、市県民税資料
の調査（地方税法 354 条の２）に基づき、申告対象と
思われる人にも申告書を送ることがあります。
　新規で申告が必要な人や申告書が届かない場合は、税
務課までご連絡ください。市ホームページより申告の手
引と申告書をダウンロードすることもできます（「山鹿
市償却資産」で検索してください）。

●資産の増減がない、申告する資産がない場合
　償却資産の申告にあたり、前年中に資産の増減がない
場合や該当資産がない場合、廃業の場合はその旨を申告
書の備考欄に記入のうえ提出してください。

●提出期限　毎年１月 31 日まで
※事務処理の都合上、早めの提出にご協力ください。

資産の種類 主な償却資産の例示

１　構築物 構築物 貯水池、農業用井戸、下水道、構内舗装、庭園、門塀、広告塔、給水タンク、排
水その他の土木設備、電気設備、ガス設備、冷暖房設備、アンテナ、ビニールハ
ウスなど

建物付属設備 受変電設備、給排水設備、衛生設備、消火設備、店舗内装設備などのうち、固定
資産税において、家屋として課税されていないもの

２　機械及び装置 加工機械、製造機械、冷凍・冷蔵業務設備、紡績設備、工作機械、木工機械（製
材業務設備）、印刷設備、建設工業機械、運搬設備、金属・非金属製造設備、ホテル・
旅館用設備、クリーニング設備、管理機、バインダー、太陽光発電設備など

３　船舶 漁船、油そう船、木船、モーターボート、砂利採取船、浚
しゅん

渫
せつ

船など

４　航空機 飛行機、ヘリコプターなど

５　車両及び運搬具 フォークリフト・ブルドーザー・タイヤショベル・パワーショベル・ロードロー
ラー等の自走式作業用車両、工場内運搬機、動力運搬機、自転車、リヤカー、被
牽引車など。但し、自動車税・軽自動車税で課税対象となっている自動車、小型
特殊車両は除く。

６　工具・器具及び備品 測定工具、事務机・椅子、キャビネット、応接セット、パソコン等ＯＡ機器、電
話、カメラ、看板、金庫、自動販売機、パチンコ台等の遊具など

太陽光発電設備パワーショベル

パソコン

問税務課固定資産税係　☎ (43)1121
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問国保年金課国民健康保険係　☎ (43)1527

歳出（支出）
85.1億円

歳入（収入）
90.0億円 医療費

50.3 億円
59.2％後期高齢者医療

への支出
8.4 億円
9.9％

介護保険への支出
3.4 億円
4.0％

国保税
14.5 億円
16.1％

市の支出金
8.5 億円
9.4％

その他
1.2 億円
1.3％

国や県の支出金
26.0 億円
28.9％

被用者保険や国保
連からの支出金
39.9 億円
44.3％

その他
（保険事業費など）

2.5 億円
2.9％

国保連への支出
（高額医療など）
20.4 億円
24.0％

　平成 28 年度の国保特別会計収支は、歳入（収入）約
90.0 億円、歳出（支出）約 85.1 億円で、4.9 億円の黒
字となりました。
　この大きな黒字の要因は、医療費が前年度に比べて

3.4 億円減少したことにあります。その背景には、熊本
地震によって受診が抑制されたことや、高額であった
Ｃ型肝炎治療薬や抗がん剤などをはじめとする薬価が
引き下げられたことが考えられます。

●国民健康保険の財政状況（平成 28 年度決算）

平成20年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度
被保険者数（年平均） 19,358 人 16,938 人 16,177 人 15,345 人
前期高齢者の割合 30.3 ％ 36.1 ％ 38.5 ％ 41.3 ％
（再掲）前期高齢者数 5,865 人 6,116 人 6,233 人 6,334 人

平成 20年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度
医療費 4,578,200,196 円 5,123,934,443 円 5,376,219,306 円 5,032,280,824 円
一人当たり医療費 236,502 円 302,511 円 332,337 円 327,943 円

  被保険者数および前期高齢者（65歳から 74歳までの被保険者）数の推移

  国保医療費（山鹿市の国保が負担した金額）の推移

〜〜〜
〜〜〜

4.3％増

27.9％増

6.3％増

40.5％増

8.0％増

38.7％増

前期高齢者数を平成 20 年度と
比較した伸び率

一人当たり医療費を平成
20年度と比較した伸び率

●増える医療費
　下記の表１と表２は、被保険者数と国保医療費の伸
び率を分かりやすくするため、平成 20 年度の数値と過
去３年間の数値を比較したものです。平成 28 年度は前
年度に比べて一人当たり医療費が下がったものの、長

期的に見れば上昇傾向にあるのは間違いありません。
被保険者数が減少していく中、医療機関受診の必要性
が高くなる前期高齢者数は増えていて、今後も医療費
は伸びることが予想されます。

　特定健診では、予防可能といわれている「生活習慣
病（糖尿病・高血圧など）」に着目した検査を行います。
　自動車に車検があるように、私たちの体も定期的に
検査を受けて、悪いところがないか診てもらう必要が
あります。“ご自分のため、ご家族のため ”１年に一

度は特定健診とがん検診を受けて、体の状態を確認し
ましょう。病気の発見が早いほど、その後の治療の身
体的・経済的な負担が軽減されます。
　このような一人一人の心掛けによって、
全体の医療費の伸びが抑えられ、みんな
で支え合う国保の安定につながります。

歳入・歳出状況

表１

表２

☆受けていますか。特定健診・がん健診
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　０歳から 18 歳未満のお子さんに関すること、保護
者自身のことなど、気軽にご相談ください。専門のス
タッフが電話や面接などでの相談に応じ、専門機関な
どを紹介して対応します。秘密は堅く守られます。

相談時間　�月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時から午後５時まで
電話番号　☎ (41)5878
場　　所　鹿本地域振興局（市役所北側）１階

いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声

虐
ぎ ゃ く

待
た い

や暴力から隣の人を守りましょう
　虐待や暴力は重大な人権侵害です。女性、子ども、高齢者および障がい者が対
象となる場合が多く、周囲からは気付かれにくい場合がほとんどです。虐待を受
けている当事者が声を上げることはとても勇気が必要で、周囲の皆さんが小さな
変化に気付くことが、暴力や虐待の防止につながります。
　もし、あなたがそのような疑いに気付いたら、下記の担当課へご連絡ください。
連絡した人が特定されないよう、秘密は必ず守られます。

●山鹿市子ども総合相談窓口のご案内

　児童虐待には、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、そして食事を与えない、
風呂に入れないなどの育児放棄や育児怠慢などがあります。学校や幼稚園・
保育園に通わせずに家に閉じ込める、きょうだい間での差別扱い、子どもの前
でのＤＶも虐待に含まれます。
　児童虐待は子どもの人権を侵害し、その心身に重大な影響を与える深刻な
問題で、地域に暮らす私たちみんなで子どもたちを見守ることが大切です。

福祉援護課　児童家庭係 
☎ (43)0052

熊本県中央児童相談所
☎096(381)4451

　障がい者に対する虐待には、生活の世話をしている家族や同居人などによ
る虐待、障がい者福祉施設や障害者福祉サービスの事業所で働いている職員
による虐待、障がい者を雇用している事業主による虐待などがあります。
　虐待を受けている当事者が声を上げることはとても勇気がいることです。
皆さんの気付きが、障がい者虐待の防止と早期発見につながります。

福祉援護課　障がい福祉係
☎ (43)0052

長寿支援課
地域包括支援センター

☎ (43)1077

　高齢者虐待は、当事者間に自覚がなかったり、虐待を受けている本人が家
族に遠慮したりするため、周囲に分かりにくいものです。
　虐待は、ご本人の認知症の症状の悪化、介護者の生活環境・介護疲れなど
の要因が重なり合って発生するといわれています。
　周囲の人が介護者のちょっとした様子の変化に気付いて、声を掛けたり、
介護保険サービスを利用できるようにサポートしたりするなど、介護者の負
担を減らし、孤立化を防ぐことで虐待の未然防止や悪化防止につながります。

　ＤＶとは、親密な関係にある配偶者やパートナーからの暴力のことです。殴
る・蹴るなどの身体的暴力のほか、言葉で心を傷つける精神的暴力、性的暴力、
生活費を与えないなどの経済的暴力、実家や友人との付き合いを制限し、行動
を監視する社会的暴力などもＤＶに含まれます。
　大人だけでなく、中・高生や大学生など、未成年者の間でも起こります。

福祉課　福祉総務係
☎ (43)1167

11 月は「児童虐待防止推進月間」です

DV（ﾄ ﾒ゙ｽﾃｨｯｸﾊ ｲ゙ｵﾚﾝｽ）

高齢者虐待

障がい者虐待

児童虐待
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問い合わせ先
社会教育課

☎（43）1651
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九州を平定した菊池武
たけ

光
みつ

公騎馬像（菊池市）ガネめし（和水町）

八千代座（山鹿市）

詳
細
ス
ト
ー
リ
ー
③

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
の
営
み
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
文
化

　

菊
池
川
は
水
田
を
潤
す
だ
け
で
な

く
、
米
の
輸
送
に
も
欠
か
せ
な
い
も

の
で
し
た
。
11
世
紀
頃
か
ら
４
５
０

年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
一
時
は

九
州
を
平
定
し
た
菊
池
一
族
は
、
菊

池
川
で
の
米
の
輸
送
な
ど
で
財
を
成

し
、
安
定
し
た
統
治
を
行
う
こ
と
で

米
作
り
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
菊
池
川
の

水
運
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
下
流
へ
と
下
っ
て
い
く
と

石
垣
で
整
備
さ
れ
た
「
高た

か

瀬せ

船ふ
な

着つ
き

場ば

跡あ
と

」が
見
え
て
く
る
の
で
す
が
、
こ

こ
で
は
菊
池
川
流
域
の
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
集

め
、「
俵た

わ
ら

こ
ろ
が
し
」と
い
う
石い

し

畳だ
た
み

の

斜
面
を
使
っ
て
船
に
米
俵
を
載
せ
、

大お
お

坂さ
か

（
現
在
の
大
阪
府
）な
ど
に
運

び
ま
し
た
。

　

菊
池
川
の
舟
着
場
と「
豊
前
街
道
」

が
交
差
し
た
山
鹿
湯ゆ

町ま
ち

は
、
米こ

め

問ど
ん

屋や

や
麹こ

う
じ

屋
、
造つ

く

り
酒ざ

か

屋や

、
米こ

め

菓が

子し

屋や

な

ど
米
を
扱
う
商
店
が
軒の

き

を
連
ね
、
活

況
を
呈
し
ま
し
た
。
今
で
も
酒
蔵
や

麹
屋
な
ど
が
商
い
を
続
け
て
お
り
、

そ
の
町
並
み
は
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
米
問
屋
や
造
り
酒
屋

な
ど
で
財
を
成
し
た
商
人
た
ち
が
出

資
し
て
建
て
た
明
治
期
の
芝
居
小

屋
「
八
千
代
座
」も
、
当
時
の
に
ぎ

わ
い
に
負
け
ず
今
も
多
く
の
歌か

舞ぶ

伎き

役
者
や
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

て
、往
時
の
風
情
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

菊
池
川
流
域
に
は
、
田
の
神
に
豊

作
を
祈
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り

や
風
習
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

小
正
月
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
田
の
畔あ

ぜ

を
壊
す
モ
グ
ラ
を
追
い
払
い
、
田
植

え
前
に
は
雨あ

ま

乞ご

い
踊
り
で
降
雨
を
祈

り
、
晩
夏
に
は
風ふ

う

鎮ち
ん

祭さ
い

を
催
し
、
稲

が
台
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
祈
願
す

る
の
で
す
。収
穫
後
の
秋
以
降
に
は
、

例
大
祭
な
ど
で
実
り
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
舞
の
奉
納
な
ど
で
来
季
の

五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
祈
願
し
ま
す
。

　

こ
の
地
方
に
伝
わ
る
食
事
の
中
に

は
、
菊
池
川
が
流
れ
こ
む
有
明
海
で

取
れ
た
新
鮮
な
こ
の
し
ろ
に
す
し
飯

を
詰
め
た
「
こ
の
し
ろ
の
丸
ず
し
」

や
、
菊
池
川
で
取
れ
た
モ
ク
ズ
ガ
ニ

の
み
そ
を
溶
け
込
ま
せ
た
「
ガ
ネ
め

し
」な
ど
、
地
域
の
食
材
と
混
ぜ
合

わ
せ
た
米
ど
こ
ろ
な
ら
で
は
の
料
理

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
の
伝
統
的
な
酒「
赤
酒
」

は
、
保
存
の
た
め
に
草
木
を
焼
い
た

灰
を
入
れ
る
こ
と
で
酒
の
色
が
変
化

し
た
、
そ
の
名
の
ご
と
く
赤
い
色
が

特
徴
で
す
。
甘
み
が
強
く
、
江
戸
時

代
に
は
藩
の
酒
と
し
て
幕
府
へ
献
上

し
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
は
祭
り
や

祝
い
事
で
飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
正
月
の
お
と
そ
と
し
て
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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●瑞宝双光章（教育功労）
星子正

ま さ

昭
あ き

さん　玉名市（山鹿市出身）
　長年にわたる教職歴の中で、常に
教育に情熱を注ぎ、児童や保護者・
地域社会からの信頼を得て職責を果
たし、教育行政の発展に尽力された
ことが認められ、受章されました。

●法務大臣感謝状
藤森純

じゅん

也
や

さん　山鹿（山鹿）
　平成 14 年 10 月１日から５期 15
年間、人権擁護委員として人権尊重
思想の普及・高揚に貢献。平成 29
年 10 月１日をもって退任され、法
務大臣から感謝状が贈られました。

●日本学校農業クラブ全国大会出場
宮本和

か ず

也
や

君　熊本農業高校畜産科３年生　千田（鹿央）
　宮本君は６月の熊本県学校農業クラブ連盟年次大会
の意見発表の部に出場し、最優秀賞を受賞。県代表と
して８月に大分市で行われた九州大
会にも出場し、ここでも最優秀賞を
受賞。10 月 25・26 日に岡山県倉
敷市で行われる全国大会への出場を
決めました。宮本君は「全国大会で
は日本一目指して頑張ります」と意
気込みを語りました。

●熊本県文化財功労者表彰
竹下輝

て る

幸
ゆ き

さん　長（菊鹿）
　竹下さんは山鹿市文化財保護委員
長として、長年にわたり文化財の保
護に尽力されたことが認められ、熊
本県文化財保護大会で表彰されまし
た。

叙勲・表彰・各種大会出場などのご紹介
●第 72 回熊本県民体育祭優勝・準優勝
山鹿市グラウンドゴルフ協会
　９月 16 日に人吉市で行われた県民体育祭で、女子
が団体優勝し、男子が団体準優勝。個人の部でも男子
の小澄三

みつ

夫
お

さん（下内田（菊鹿町））、女子の松永チハ
ルさん（城（山鹿））がそれぞれ優勝しました。

中嶋憲
けん

正
せい

市長に報告に訪れた皆さん

●全世界青少年空手道選手権大会出場
吉田陽

ひなた

さん　大道小学校６年生　方保田（山鹿）
　極真館山鹿田添道場（代表：田添洋

ひろし

氏）に通う吉田
さんは、昨年から２年連続で全国大会の型の部で優勝
しています。その功績が認められ、
11 月 25 日㈯に東京体育館で行われ
る世界大会へ、日本代表としての出
場が決まりました。吉田さんは「初
めての世界大会なので、練習の成果
が出せるように頑張ります」と意気
込みを語りました。

●熊本県優良公民館職員表彰
山部征

ただ

史
し

さん　杉（山鹿）・松岡千
ち

尋
ひろ

さん　鍋田（山鹿）・
波多野直

なお

子
こ

さん　中（山鹿）・鹿野純
じゅん

子
こ

さん　熊入町（山鹿）
　長年にわたり公民館活動やその運営に貢献し、地域
社会の振興と社会教育の発展に功績があった４人の皆
さんが表彰されました。

山部さん 松岡さん 波多野さん 鹿野さん

●熊本県体育協会表彰　スポーツ優良団体
やまが太極拳愛好会（中原隆

た か

夫
お

会長）
山鹿市グラウンドゴルフ協会菊鹿支部（中田孝

た か

義
よ し

会長）
　やまが太極拳愛好会は「ねんりんピック2011熊本大
会」の運営などに貢献。県内の太極拳団体としては初の
受賞となりました。山鹿市グラウンドゴルフ協会菊鹿支
部は、地域に密着した活動を行い、スポーツを通じた地
域づくりに貢献したことが認められ、受賞されました。

中田会長（中央） 左から中原会長、田中美
み ち こ

知子前会長、中嶋憲
けん

正
せい

市長
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街角ぐるっとナビ 

、

洋楽器と山鹿灯籠踊りのコラボ
…東京キャラバン in 熊本　　   10 月９・10 日
　東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向け
た文化事業「東京キャラバン in 熊本」が本市で
開催。「熊本の名所を、そこに住まう人々を、文化
を巡る」という趣旨で行われ、10 日は振

ふり

付
つけ

家
か

の
近藤良

りょう

平
へい

氏率いるアーティストが、八千代座で山
鹿灯籠踊り保存会とのパフォーマンスを披露。近
藤氏は「保存会の皆さんと一緒に、何かしら新し
いものができたらという思いで取り組みました。灯
籠踊りがいつもと違う音楽と一緒になることで、ど
うなるかを見てください」とあいさつ。洋楽器の演
奏に合わせた灯籠踊りが、観客を魅了しました。

サックスやベースなど、いつもとは全く違う雰囲気に

自分の体力を知る
…山鹿市スポーツフェスティバル　　　　　　　　　　   10 月９日

　山鹿市総合体育館で開催し、
市民ら約 150 人が参加。自
分の体力の現状を知り、健康
づくりなどに役立ててもらう
ため、６種類の体力テストや
ニュースポーツ体験会、子ど
も運動教室などを実施しまし
た。当日は鹿本高校の生徒さ
んがボランティアスタッフと
して参加。運営に協力しても
らいました。体力テスト「反復横跳び」の様子

秋の夜長、鹿北の夜道を歩く
…鹿北町ナイトハイク　　　　　　　　　　　　　　　   10 月６日

　恒例の鹿北町ナイトハイクが
開催され、市民ら191人が参加。
鹿北グラウンドから、旧岳間小
学校を折り返す15㎞のコース
を午後７時半にスタート。最初
にゴールしたのは、最後まで走
りきった鹿北中学校３年の棚倉
望
のぞ

未
み

君でした。棚倉君は「毎日
駅伝の練習で走っているけど、
このコースは途中の坂道がきつ
かった」と話しました。ゴールまであと少し！

笑顔あふれる１日になりました
…山鹿市ふれあいピック第 13 回大会　　　　　　　　   10 月７日
　市内の心身障がい者や特別
支援学級の児童・生徒、関係
者ら700人以上が山鹿市総合
体育館に集まり、スポーツやレ
クリエーションで親睦を深めま
した。ことしは大会への寄付の
ため、往年の世界№ 1 バイク
レーサーのケニー・ロバーツ氏
が来場。山鹿中学校吹奏楽部
のマーチング演奏もあり、内容
豊かな楽しい大会となりました。 くまモンも参加しました

障がいのある人の就労を支援します
…お仕事フェア　わ〜くわ〜く　　　　　　　　          10 月 12 日
　鹿本市民センターで、山鹿
市内の障がい者就労支援事業
所を紹介するイベントを開催。
受け入れる事業所との橋渡し
も兼ねていて、障がい福祉サー
ビス関係者や利用者ら約 70
人が参加しました。全体説明
の後、各事業所のブースに分
かれ、それぞれの取り組みへ
の理解を深めました。

各事業所の説明の様子

、

保健指導訪問車の寄附贈呈
…山鹿ライオンズクラブ設立 50 周年記念  ９月 19 日
　山鹿ライオンズクラブ（中原幹

みき

雄
お

会長）が設
立 50 周年を記念して、このほど保健指導訪問
などに活用してもらいたいと、軽自動車１台を
市に贈呈されました。同クラブは設立 40 周年
記念時にも車を贈呈され、今回で２台目となり
ます。
　市では生活習慣病の早期発見・早期治療・重
症化予防に向け、保健師などによる健診の受診
勧奨や、保健指導の際の訪問車両として有効に
活用します。
　ご好意に心から感謝します。

山鹿ライオンズクラブの皆さんと中嶋憲
け ん

正
せ い

市長（中央）ｃ2010 熊本県くまモン
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　

11
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
10
時
半

　

�

栗
の
実
保
育
園
太
鼓

　

子
ど
も
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

11
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
の
宝
探
し
「
や
ま
が
」

宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　

山
鹿
の
宝
を
市
民
で
探
し
ま
す
。

◦
日
時　

11
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◦
場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
講
演　
「
山
を
継
ぐ
〜
命
の
バトン
〜
」

◦�

講
師　

五
代
目　

林
業
家
「
株
式

会
社
ゆ
う
き
」
代
表
取
締
役

　

野
中
優ゆ

佳か

さ
ん

◦�

意
見
交
換　

若
者
の
将
来
の
夢

（
山
鹿
の
夢
）

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　

私
の
警
察
人
生
か
ら
学
ん
だ

　
　
「
家
庭
の
安
全　

家
族
の
安
心
」

◦
日
時　

11
月
15
日
㈬　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

講
師　

元
熊
本
県
警
警
察
官

　
　
　
　

中
嶋
昭し

ょ
う

二じ

さ
ん　

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
ま
す

「
ふ
る
さ
と
自
慢
子
ど
も
祭
り
」

　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
子
ど
も
た
ち
５
０
０
人
が

楽
し
く
演
奏
、
歌
、
踊
り
を
披
露
し

ま
す
。
日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
て

菊
池
、
和
水
、
玉
名
の
子
ど
も
た
ち

も
参
加
。

◦�

日
時　

11
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

参
加
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

麦
わ
ら
ぼ
う
し
マ
ル
シ
ェ

麦
わ
ら
ぼ
う
し

◦
日
時　

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所　

三
岳
ふ
る
さ
と
市
場

◦�

内
容　

手
作
り
品
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
今
坂
）

☎
０
９
０（
７
５
３
６
）９
５
５
９

鹿
本
商
工
高
校
創
立
50
周

年
記
念「
奎け

い

ど

う堂
文
庫
展
示
資

料
室
企
画
展
」鹿

本
商
工
高
等
学
校

「
蔵
書
か
ら
探
る
奎
堂
文
庫
の
歴
史
」

　

鹿
本
町
出
身
の
元
総
理
大
臣
清
浦

奎け
い

吾ご

伯
が
寄
贈
し
た
図
書
館
「
奎
堂

文
庫
」は
来
年
で
開
庫
か
ら
１
１
０
年

を
迎
え
ま
す
。現
存
す
る
資
料
を
通
し

て
奎
堂
文
庫
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
いっ
た
か
を
振
り
返
り
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
学
校
休
業
日
は
休
み
）

◦�

場
所　

鹿
本
商
工
高
等
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
46
）３
１
９
１

（
岩
崎
）

TEDxKumamotoSalon Vol.2
TEDxKumamoto

山
鹿
つ
た
え
た
い

　
「
つ
た
え
る
」
こ
と
を
学
び
、
山

鹿
の
魅
力
を
「
市
民
力
で
発
信
」
す

る
取
り
組
み
で
す
。

◦�

勉
強
会

　

�「
簡
単
！
写
真
撮
影
術
そ
の
１
」

　

�

ス
マ
ー
ト
フォ
ン
で
の
撮
影
を
基
本

に
、簡
単
で
効
果
的
な
撮
影
テ
クニッ

ク
を
実
践
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

◦
講
師　

上
野
弘ひ

ろ

喜き

さ
ん　

　
　
　
　

松
﨑
勝か

つ

己み

さ
ん

◦�

日
時　

11
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所　

鹿
本
市
民
セン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
松
崎
）

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

祝 

温
泉
祭

湯
の
町
や
ま
が 

華
の
響
宴

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

　

詩
舞
、民
謡
、踊
り
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、居
合
術
、大
正
琴
な
ど

９
団
体
に
よ
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽

し
い
内
容
で
お
送
り
し
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◦
場
所　

八
千
代
座

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
３
４
３
（
高
巣
）

☎（
43
）０
０
０
１
（
堀
川
）

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

絵
本
の
は
な
し
」

絵
本
と
お
は
な
し
風
吹
き
か
ら
す

　

絵
本
作
家
飯
野
和か

ず

好よ
し

氏
を
招
き
、

絵
本
の
お
話
と
、
読
み
語
り
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

◦���

日
時　

11
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

◦�

場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
うの
蔵　

大
蔵

◦�

参
加
費　

千
円

※
大
人
対
象
の
研
修
会
で
す
。

※�

事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で

す
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）。

◦�

問
い
合
わ
せ
先

（
午
後
２
時
〜
火
・
水
曜
日
休
み
）

☎　
（
43
）０
８
７
４

（
メ
ト
ロ
カ
フェ
）

FAX

◦日時：11月 18 日㈯　午前 10 時
◦場所：植木ふれあい文化センター
　　　　天

てん

聽
ちょう

の蔵
◦参加費：��無料（after partyなど一部実

費負担あり）
◦問い合わせ先：☎ 090(7539)3843
　　　　　　　　（坂東）
　http://www.tedxkumamoto.com

　NHKの「スーパープレゼンテーション」
でおなじみのTEDTalk（プレゼン動画）を
見て、参加者でディスカッションをするイベン
トです。今回は「地域の活性化」というテー
マにちなんだTEDTalkをご覧いただき、地
域の未来について考えていきます。地域活
性化に興味のある人、いろいろな人とつな
がりたい人、ぜひご参加ください。
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ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶「千艸会」水墨画鹿央教室作品展
　講師　春山千章さん（天草市）　会員15人
　期間　11 月１日㈬〜 15 日㈬
▶山鹿美術協会　会員展
　四季の風景、静物など水彩画展示
　期間　11 月 16 日㈭〜 30 日㈭
　※ 18日㈯は鹿北まつり出店のためお休み。
※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

建
交
労
九
州
熊
本
分
会

　
長
年
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
土
木
工

事
、
山
林
、
草
刈
り
な
ど
の
作
業
や
、

掘
削
機
、
ピ
ッ
ク
、
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
振
動

工
具
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
人

で
、
手
指
の
し
び
れ
や
、
耳
鳴
り
、

冷
え
、
こ
わ
ば
り
が
す
る
な
ど
の
症

状
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
労
災
保
険

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

11
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

◦�

場
所　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
３
６
０
）３
１
４
６

第
29
回

平
小
城
ふ
れ
あ
い
祭
り

平
小
城
地
区
公
民
館

◦�

日
時　

11
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◦
場
所　

平
小
城
小
学
校
体
育
館

◦�

内
容　

演
芸
大
会
、
バ
ザ
ー
、
農

産
品
販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

餅
投
げ
、
作
品
展
示
、
体
験
学
習

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）１
１
２
５

「
秋
の
ブ
レ
ス
祭
り
」
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
レ
ス

　

秋
の
夜
長
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
み
ん
な
で

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、
食
べ

「
湯
の
里
」
文
化
祭

山
鹿
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

◦
日
時　

11
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所　

山
鹿
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
裏
、「
湯
の
里
」
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容　

ク
ラ
ブ
作
品
展
示
、
介
護

相
談
、
体
操
紹
介
、
体
力
測
定
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）４
１
５
１

（
山
口
）

山
鹿
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

秋
の
イ
ベ
ン
ト
（
芸
能
大
会
）

山
鹿
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
と
し
も
恒
例
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
に
よ
る
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
内
容
は
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
健

康
ダ
ン
ス
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
太
極
拳
、
詩
吟
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
芸
能
人
顔
負

け
の
衣
装
や
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
歌

声
、
踊
り
で
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

◦
日
時　

11
月
４
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

　
　
　
　
（
午
前
９
時
開
会
）

◦
会
場　

山
鹿
市
老
人
福
祉
セン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
山鹿市下町（豊前街道沿い）

問☎ 090(5747)5136（小川）
▶�真村パッチワーク教室
　「X'mas のパッチワーク」展
　�期間　11 月３日㈷〜 12 月 23 日㈷まで
　時間　10：00 〜 17：00（金・土・日曜日のみ）

画廊ガッレリア・アッシジ（三玉）
三玉・犬塚公民館後

問☎ (41)8111
▶森田貴博・平井栄美　常設展
　Semplicita（貧しき心）油絵・版画展
　期間　11 月７日㈫〜平成 30年１月 31 日㈬
　時間　10：00 〜 17：00（月曜日定休）
※クリスマス・ミニ版画展　同時開催中
　（銅版画・木版画・紙版画）

山
鹿
芸
術
文
化
祭
参
加

野
の
花
あ
し
ら
い
華
風
会

い
け
ば
な
の
作
品
展
示

野
の
花
あ
し
ら
い
華
風
会

　

秋
の
野
に
咲
く
花
や
庭
の
花
々
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

入
場
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

11
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

　
（
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
展
示
）

◦�

場
所　

市
民
交
流
セン
タ
ー
ホ
ワ
イエ

◦�
内
容　
い
け
花
の
作
品
展
示

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
下
）

☎（
46
）２
７
９
０

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶楽々染展
　佐伯典子さん（玉名市）
　小物・染め物などを展示します。
　期間　11 月１日㈬〜 15 日㈬　（予定）
※時間　10：00 〜 17：00

物
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

11
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
７
時

◦�

場
所　

旧
内
田
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
48
）２
４
３
４

第
７
回　

市
場
感
謝
祭

ジ
ェ
イ
エ
イ
熊
本
山
鹿
青
果

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

感
謝
を
込
め
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

11
月
４
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

ジ
ェ
イ
エ
イ
熊
本
山
鹿
青

果
市
場
内

◦�

内
容　

新
鮮
野
菜
果
物
の
1
日
限

り
の
即
売
会
、
模
擬
セ
リ
、
バ
ナ

ナ
の
た
た
き
売
り
、
ば
っ
て
ん
城

じ
ょ
う

次じ

シ
ョ
ー
、
秀
岳
館
高
校
雅
太
鼓

な
ど
。
地
元
産
の
食
べ
物
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
も
多
数
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）１
１
５
５
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
八
月
例
会

互
選
句

変
わ
っ
た
な
ぁ　

好
き
な
人
ば
し
出
け
た
ろ
か

中
島　

絢
子

変
わ
っ
た
な
ぁ
　
美
田
も
今
は
草
ば
か
り

島
北　

鎌
岳

早
や
ぁ
も
ん　

嫁
ご
に
な
っ
て
ば
ば
に
な
る

井
上
芙
美
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
九
月
例
会

竹
下
賀
松
選

悩
み
の
タ
ネ　

踏
み
止
ま
れ
ん
下
り
坂

川
上　

火
男

山
の
宿　

三
ツ
星
店
じ
ゃ
味
わ
え
ん

小
水
流
繁
富

儲
け
も
ん　

働
き
者
ン
の
嫁
が
来
た

遠
藤　

上
気

山
の
宿　

明
日
は
他
人
に
な
る
二
人

宮
川　

幸
代

い
ら
ん
こ
つ　

夫
婦
喧
嘩
に
口
出
す
な

酒
井
誠
之
助

黒
田
如
水
選

山
の
宿　

芽
生
え
た
恋
も
五
十
年荒

木
ト
ン
ボ

悩
み
の
タ
ネ　

車
の
免
許
返
納
し山

下　

純
作

敬
老
会　

こ
の
日
ば
か
り
は
杖
持
た
ん

桑
原　

真
覚

悩
み
の
タ
ネ　

ま
た
年
金
の
減
ら
さ
れ
た

松
尾　

精
郎

儲
け
も
ん
　
貴
方
が
降
り
て
無
投
票

森
川
し
を
る

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

爽
や
か
な
風
あ
る
う
ち
の
畑
仕
事　
　
　
　

吉
岡
由
美
子

花
茣ご

ざ蓙
に
乳
飲
み
し
子
の
眠
り
た
る　
　
　

森
川　

秋
子

敬
老
の
日
酒
酌
み
交
わ
す
友
と
な
り　
　
　

岩
下
ソ
ヨ
子

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

天
高
し
登
り
に
の
ぼ
る
子
ら
の
声　
　
　
　

栄　

ひ
ろ
み

バ
ッ
タ
飛
び
犬
も
跳
ね
飛
ぶ
散
歩
道　
　
　

池
田　

亜
美

芋
の
葉
に
バ
ッ
タ
は
滑
り
又
す
べ
る　
　
　

原
口　

弓
子

山
鹿
俳
句
会
　
九
月
例
会

利
光
釈
郎
選

突
然
に
一
声
だ
け
の
法ほ

う

師し

蝉ぜ
み　
　
　
　
　
　

近
藤　

律
子

見
る
人
も
見
ら
れ
る
蓮
も
雨
の
中　
　
　
　

児
玉　

徳
夫

秋
高
し
躾し

つ
け
の
声
の
良
く
通
る　
　
　
　
　
　

光
永　

紀
子

鹿
本
短
歌
会
　
九
月
詠
草

大
友
清
子
選

拍
手
す
る
や
う
に
蚊
を
打
つ
夜
の
部
屋
夏
の
終
り
の
音
の
む
な
し
さ　
　

水
町
千
鶴
子

「
今
日
の
風
は
な
ん
の
い
ろ
」
と
問
ひ
し
人
お
も
ひ
出
づ
る
も
過
ぎ
ゆ
く
風
に　

江
良
美
佐
子

白
み
来
し
窓
辺
仰
ぎ
て
想
ふ
な
り
大
和
に
病
め
る
妹
の
こ
と　
　
　
　
　

森
本
す
み
子

石
人
短
歌
会
　
九
月
例
会

富
田
豊
子
選

時
空
を
も
越
え
ゆ
く
場
所
の
あ
る
と
い
ふ
天
城
連
山
今
日
緑
濃
き　
　
　

堀
田　

恵
美

糸
を
つ
む
ぎ
母
が
織
り
た
る
紬

つ
む
ぎ

布
仕
立
て
ざ
る
ま
ま
箪た

ん

笥す

に
眠
る　
　
　

鬼
木　

芳
子

雨
あ
が
り
掃
き
た
る
庭
に
木
の
葉
散
る
疲
れ
し
娘
は
い
ま
石
の
上　
　
　

三
森　

京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

食
ひ
違
ふ
言
葉
の
路
線
も
微
笑
ま
し
老
い
の
形
の
一
つ
な
り
せ
ば　
　
　

横
尾　

ト
シ

声
低
く
山
鳥
鳴
き
て
夕
ぐ
れ
は
亡つ

夫ま

十
三
回
忌
静
か
に
す
ぎ
て　
　
　
　

相
川　

怜
子

刈
り
草
の
終
り
し
土
手
に
咲
き
残
る
野
菊
一
株
野
に
情
け
あ
り　
　
　
　

関　

ケ
イ
子

鹿
北
短
歌
会

風
ま
じ
え
激
し
き
雨
に
モ
ク
セ
イ
は
花は

な

筏い
か
だと
な
り
池
に
た
ゆ
と
ふ　
　
　

貞
熊
喜
美
子

抗あ
ら
がひ
も
な
や
み
も
す
べ
て
な
き
も
の
か
う
き
雲
ひ
と
つ
夏
空
に
あ
り　
　
　
　

弓
掛
む
つ
子

ね
こ
や
な
ぎ
竹
も
雜ぞ

う

木き

も
こ
と
ご
と
く
覆
わ
れ
に
け
り
か
ひ
ね
か
ず
ら
に　

島
北　

皎
誓

菊
鹿
短
歌
会
　
九
月
詠
草

草
む
ら
の
丸
葉
露
草
か
き
分
け
て
ま
ろ
び
隠
れ
し
落
ち
栗
拾
ふ　
　
　
　

片
山　

陽
子

え
の
こ
ろ
と
百
日
草
も
活
け
終
え
て
施
設
の
部
屋
に
話
題
が
は
ず
む　
　

渕
上
ヨ
シ
子

盂う

蘭ら

盆
の
精
霊
迎
え
に
納
骨
堂
暮
れ
初
む
る
な
か
蜩

ひ
ぐ
ら
しの
鳴
く　
　
　
　
　

富
田　

龍
子

鹿
央
短
歌
会
　
九
月
作
品

前
庭
を
高
く
低
く
と
飛
ぶ
燕
旅
立
ち
前
の
挨
拶
が
わ
り
か　
　
　
　
　
　

江
藤
美
知
子

こ
の
夏
の
久
し
振
り
な
る
雷ら

い

と
雨
子
ら
は
怖こ

わ

が
り
耳
を
塞ふ

さ

げ
る　
　
　
　

立
山　

〆
子

庭
先
の
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
赤
々
と
青
葉
の
中
に
燃
ゆ
る
が
に
咲
く　
　
　

木
下
志
摩
子

三
岳
短
歌
会
　
九
月
例
会

長
崎
の
鐘
口
ず
さ
み
口
ず
さ
み
朝
刊
め
く
る
原
爆
の
日
あ
め　
　
　
　
　

山
口　

信
博

阿
蘇
の
宮
神
事
の
席
の
テ
ン
ト
下
時
お
り
通
る
風
が
涼
し
も　
　
　
　
　

渡
辺　

和
代

寂し
ず

も
れ
る
庭
に
二
匹
の
猫
遊
ぶ
猫
と
て
親
し
一
人
居
の
家　
　
　
　
　
　

荒
木　

光
子

10
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　

14
ペ
ー
ジ
掲
載
の
市
民
文
芸
で
、
タ
ッ

プ
俳
句
会
「
松
尾
光
治
」
さ
ん
は
「
松

尾
光
浩
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課☎（

43
）１
１
１
８



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

19　2017.11　広報やまが

『やまが肝いりどん』通信　問地域生活課　☎ (43)1114
担当肝いりどんよりお祝いのメッセージ
男性担当肝いりどん
　おめでとうございます。お互いを気遣い明るい家庭
を築いてください。
女性担当肝いりどん
　おめでとうございます。お二人に心からお祝い申し
上げます。何事も話し合って明るい家庭を作ってくだ
さい。

私たち結婚しました。成婚者インタビュー！
　「やまが肝いりどん」事業を通じてご結婚された成
婚 15組目のご夫婦（夫 48歳、妻 38 歳）を紹介します。
♥登録しようと思ったきっかけは？
夫・妻：�知人からの紹介でやまが肝いりどんへ登録し

ました。
♥お互いの第一印象は？
夫：きれいな人だなぁ。
妻：大きい服を着る人だなぁ。
♥結婚を決めた理由は？
夫：料理が上手なところ。
妻：優しいところ。
♥担当肝いりどん（結婚サポーター）の印象は？
夫：何でも話せて相談にも乗ってくれる人でした。
妻：近くに住んでいる人で、心を許せました。
♥まだ、登録されていない独身者へ一言。
夫・妻：頑張ってください！！

西南戦争で西郷隆盛の首を発見した陸
軍軍人・千田文次郎と、大久保利通を
暗殺した島田一郎。異なる道を歩んだ
元加賀藩士2人の友情と生き様から「維
新」と「武士の世の終わり」を描く。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・大人のための上映会
　「山下清物語　裸の大将放浪記」
　▷11月29日㈬　午後２時から（120 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・図書館 de シネマ
　「蝉しぐれ（藤沢周平／原作）」
　▷11月26日㈰　午後２時から（130 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会
　▷11月４日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷11月７日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫
＊「創るって面白い！」館内で芸術作品をご紹介！
＊健康増進課よりインフルエンザなど各種予防接種のご案内
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷11月４日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷11月２日㈭・９日㈭・16日㈭・23日㈷・30日㈭
＊�11月12日㈰は図書館まつり！楽しいイベント盛りだくさん！
＊�11月３日㈷は文具の日。「文具の世界」では優れもの
の文房具やユニバーサルデザインの本をご紹介。

休
館
日

ひだまり図書館
11月６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪
こもれび図書館
11月１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬・29日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

ほくほく甘〜いさつまいものお菓子、
コクがあって舌触りが滑らかなかぼ
ちゃのお菓子、品のよい味わいがおい
しいくりのお菓子…。秋をしっかり味
わえるお菓子のレシピをご紹介。
館内でも人気の本が増補改定して出
版。

『増補改訂版　いも・くり・かぼちゃのスイーツ』
信太康代 /著　ブティック社 /出版

『西郷の首』
伊東潤 /著　株式会社 KADOKAWA/ 出版

【ひだまり】
【こもれび】

朝はごはんの炊けるにおいで目を覚ま
す。今日の朝ごはんは、卵焼き、納豆、
おみそ汁、それとごはん。僕がごはん
つぶを残したのを見て、お母さんがお
米の話をしてくれて…。ごはんのよさ
を伝える絵本。

『ごはんのにおい』
岡本よしろう/絵　中川ひろたか /文　おむすび舎 /出版

　登録を希望する人は、
お近くの肝いりどんか地
域生活課までお問い合わ
せください。登録用紙は、
市ホームページからもダ
ウンロードできます。

☆登録をお考えの人へ☆



広報やまが　2017.11　20

複
数
の
登
場
人
物
が
現
れ
る

「
劇
場
型
勧
誘
」
に
ご
用
心
！

【
事
例
】

●　

�「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
り
、
未
納

金
を
期
日
ま
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
訴
訟
を
起
こ

す
と
い
う
通
知
が
届
い
た
。
不
安
に
な
り
電
話
を

す
る
と
「
担
当
弁
護
士
を
紹
介
で
き
る
。
そ
の
者

に
電
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

通
り
に
電
話
を
か
け
る
と
、
担
当
弁
護
士
を
名
乗

り
「
訴
訟
の
取
り
下
げ
に
10
万
円
必
要
。
後
日
、

10
万
円
は
返
金
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

心
当
た
り
の
な
い
請
求
は
無
視
す
る
こ
と
が
ベ
ス

ト
で
す
が
、
自
分
一
人
で
判
断
す
る
に
は
勇
気
が

い
る
も
の
で
す
。「
も
し
か
し
た
ら
何
か
あ
る
か

も
…
」
と
思
い
、
連
絡
し
て
確
か
め
た
く
な
る
の

が
人
間
の
心
理
で
す
。
こ
の
手
口
は
、
そ
の
心
理

を
悪
用
し
ま
す
。
言
わ
れ
た
（
指
示
さ
れ
た
）
と

お
り
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
疑
問

に
感
じ
た
ら
、
ま
ず
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

施
設
の
概
要

　

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
安
全
で
快
適
、
し
か
も
経
済
的
に
自

転
車
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
53
年
度
に
財
団
法
人
自
転
車
道
路
協
会

が
日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら
の
補
助
を
受

け
、
全
国
で
13
番
目
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

て
、
約
２
億
円
の
費
用
で
鍋
田
に
建
設
。

そ
の
後
、
平
成
13
年
度
に
山
鹿
市
が
無
償

譲
渡
を
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、
宿
泊
室
、
浴
室
、

会
議
室
、
食
堂
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
平
成

元
年
度
に
は
サ
イ
ク
ル
列
車
、
そ
の
後
に

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
遊
具
を
整
備
。
自
転
車

旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
は
、
昭
和
62
年
度
ま
で
は

市
の
直
営
で
、
昭
和
63
年
度
か
ら
山
鹿
市

地
域
振
興
公
社
へ
管
理
を
委
託
。
平
成
18

年
度
か
ら
指
定
管
理
者
（
一
般
財
団
法
人

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
）
に
よ
る
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
理
方
針
の
検
討

　

本
市
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

宿
泊
者
が
減
少
す
る
中
で
、
平
成
28
年
度

か
ら
今
後
の
管
理
方
針
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
利
用
者
数
は
、
年
間
８
千
人
前

後
で
推
移
し
、
そ
の
う
ち
宿
泊
者
数
は

１
２
０
０
人
か
ら
１
５
０
０
人
で
、
こ
こ

15
年
で
半
減
し
て
い
ま
す
。
維
持
経
費
は

年
間
１
８
０
０
万
円
弱
で
推
移
し
、
人
件

費
と
宿
泊
に
要
す
る
経
費
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
宿
泊
や
自
転
車
の
貸
し
出
し

な
ど
の
収
入
は
年
間
５
０
０
万
円
前
後

で
、
経
費
に
占
め
る
割
合
は
３
割
程
度
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
年
間
の
利
用
料
金
や
維
持
経

費
を
比
較
し
た
費
用
対
効
果
と
、
将
来
的

な
維
持
修
繕
費
や
経
営
の
持
続
性
を
検
討

し
た
結
果
、
本
タ
ー
ミ
ナ
ル
廃
止
の
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

業
務
ご
と
の
廃
止
時
期

　

施
設
廃
止
ま
で
の
、
業
務
ご
と
の
運
営

方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●　�

宿
泊
業
務

　

�

平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

　

●　�

会
議
室
・
貸
し
自
転
車
業
務

　

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
継
続

　

●　�

レ
ス
ト
ラ
ン
営
業

　

�

平
成
30
年
４
月
以
降
の
営
業
は
、
事
業

者
と
協
議
中

○�

平
成
32
年
３
月
31
日
に
、
施
設
は
全
面

廃
止
と
な
り
ま
す
。

跡
地
活
用
な
ど

　

廃
止
後
の
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
隣
接
す
る
市
博
物
館
の
整
備
方
針

な
ど
を
「
博
物
館
等
環
境
整
備
検
討
委
員

会
」
で
検
討
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
、

本
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
跡
地
活
用
を
含
め
た

「
山
鹿
歴
史
公
園
」
と
し
て
の
一
体
的
な

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
社
会
体
育
課　
☎（
43
）１
１
５
０

平
成
32
年
３
月
31
日
で

　

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
廃
止
し
ま
す

宿
泊
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

ターミナル外観
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病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
救

急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
判
断
に
迷

う
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
緊
急
度
が
高
い
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ん
で
ほ
し
い
症
状
を
ま
と
め
ま
し

た
。
年
代
別
、
体
の
部
位
ご
と
に

危
険
な
症
状
を
示
し
ま
す
。

●
生
ま
れ
て
３
カ
月
未
満
の
乳
児

　

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
か
ら
見

て
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
場
合

●
子
ど
も
（
15
歳
以
下
）

頭
：�

頭
を
痛
が
っ
て
、
け
い
れ
ん

が
あ
る
・
頭
を
強
く
ぶ
つ
け

て
出
血
が
止
ま
ら
な
い

顔
：�

唇
く
ち
び
るの
色
が
紫
色
・
明
ら
か
に

顔
色
が
悪
い

胸
：�

呼
吸
が
苦
し
そ
う
・
呼
吸
が

弱
い

お
な�

か
：
激
し
い
腹
痛
・
嘔お

う

吐と

が

止
ま
ら
な
い
・
激
し
い
下
痢
・

便
に
血
が
ま
じ
っ
た

手
・
足
：
手
足
が
硬
直
し
て
い
る

●
大
人

頭
：�
激
し
い
頭
痛
・
突
然
の
高
熱
・

立
て
な
い
ぐ
ら
い
に
急
に
ふ

ら
つ
く

顔
：�

顔
半
分
が
痺し

び

れ
る
、
笑
う
と

口
や
顔
の
片
方
が
ゆ
が
む
・

ろ
れ
つ
が
回
り
に
く
く
、
う

ま
く
話
せ
な
い
・
見
え
る
範

囲
が
狭
く
な
る
、
二
重
に
見

え
る
・
明
ら
か
に
顔
色
が
悪

い

胸
・�

背
中
：
突
然
の
激
痛
・
急
な

息
切
れ
や
呼
吸
困
難
・
胸
の

中
央
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
痛
み
・
痛
む
場
所
が
移

動
す
る

お
な�

か
：
激
し
い
腹
痛
・
血
を
吐

く
・
便
に
血
が
ま
じ
っ
た
・

真
っ
黒
い
便
が
出
る

手
・�

足
：
突
然
の
痺
れ
・
片
方
の

腕
や
足
に
力
が
入
ら
な
く
な

る

油
漏も

れ
事
故
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）１
１
９
４

救
急
車
？
病
院
？
そ
れ
と
も
様
子
を
み
る
？

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
を

　

最
近
、
貯ち

ょ

油ゆ

（
廃
油
）
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
開
け
っ

放
し
に
し
て
、
雨
で
油
が
溢
れ
出
た
り
、
ド
ラ
ム
缶

の
転
倒
で
油
が
用
水
路
な
ど
へ
流
出
し
た
り
す
る
事

故
が
、
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
漏
れ
事
故
が
発
生
す
る
と
、
河
川
や
周
辺
の
飲

用
井
戸
水
お
よ
び
土
壌
の
汚
染
や
悪
臭
の
発
生
な
ど

で
、
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
る
だ
け
で
な
く
、
農
作
物
や
魚
介
類
へ
の
影
響
な

ど
、
地
域
の
産
業
に
も
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
故
の
原
因
者
に
と
っ
て
も
、
汚

染
の
原
因
究
明
と
拡
大
防
止
、
流
出
し
た
油
の
回
収

や
復
旧
作
業
、さ
ら
に
は
損
害
賠
償
へ
の
対
応
な
ど
、

多
大
な
労
力
と
経
済
的
な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

少
し
の
注
意
で
防
げ
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。
油
漏

れ
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
貯
油
タ
ン
ク
な
ど
の

管
理
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
を
使
う
機
会
が
増
え
る

冬
場
を
前
に
確
認
を
！

油が河川に流出したため、オイルフェンスと
吸着マットを設置した様子

用水路に流出した油を、手作業で回収してい
る様子

油が流出すると…

回収に多大な労力を必要とします！
×
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９
月
29
日
、
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席

し
て
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
工
事
期
間

中
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。
今
回
の
工
事

で
は
、
既
存
の
総
合
体
育
館
の
南
側
に
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を
整
備
。
平
成
30
年
度
中
に
完
成
し
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
「
山
鹿
市

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
２
次

整
備
計
画
」
を
策
定
。
市
民
の
健
康
づ
く

り
は
も
と
よ
り
、
周
辺
の
観
光
・
文
化
施

設
と
連
携
し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

　
設
立
11
年
目
に
な
り
ま
す
！

　

山
鹿
市
の
合
併
前
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
女
性
団
体
か
ら

「
自
分
た
ち
の
活
動
を
地
域
で
も
っ
と
生

か
し
た
い
」「
他
の
団
体
の
活
動
を
知
り

た
い
」「
同
じ
志
を
持
つ
団
体
と
の
交
流

を
図
り
た
い
」
な
ど
の
声
が
広
が
り
、
合

併
後
の
平
成
19
年
２
月
14
日
、
市
内
31
の

団
体
か
ら
な
る
「
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

ま
が
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

設
立
当
時
、
山
鹿
市
で
は
「
誰
も
が
自

分
ら
し
く　

心
豊
か
に　

と
も
に
輝
く
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
も
、
私
た

ち
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
は
、
大
変

意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
構
成
団
体
は
24
団
体
と
な
り
、

設
立
当
初
に
比
べ
る
と
減
少
し
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
活
動
を
認
め
合
い
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
内
容
は
、
男
女
共
同
参
画
に
係
る
啓

発
活
動
や
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の
た
め
の
各
種
研
修

会
、
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
「
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
や
ま
が
」
の
開
催
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
と
昨
年

の
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
で
は
「
た
い
ま
つ
行

列
」
で
使
わ
れ
る
燃
料
に
利
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
家
庭
廃
油
の
回
収
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が
の

輪
を
広
げ
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が

代
表　

芹
川
惠め

ぐ
み）

※�

本
会
は
、
男
女
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
団

体
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

※�

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
加
入

を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
人
権
啓
発
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎（
43
）１
１
９
９

く
り
に
つ
な
げ
る
総
合
運
動
施
設
と
す
る

た
め
、そ
の
整
備
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
鍋
田
）
の
一
部
を
ご
み
焼
却
施

設
用
地
と
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
替
施

設
と
し
て
第
２
次
整
備
計
画
中
の
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を
優
先
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が

提
供
で
き
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
可
能
と
な
り
、

交
流
人
口
の
増
加
や
経
済
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
主
要
施
設
・
設
備
の
概
要

①�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
砂
入
り
人
工
芝
８
面

（
夜
間
照
明
４
面
）、

②�

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
１
万
９
２
０
９
㎡

　

�

野
球
１
面
（
夜
間
照
明
）、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
２
面
、
サ
ッ
カ
ー
１
面
、
防
球
ネ
ッ

ト
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
（
４
カ
所
）、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
（
２
カ
所
）

③
駐
車
場　
６
カ
所（
４
７
０
台
駐
車
可
）

④
電
気
設
備　
外
灯
13
基

⑤�

給
水
設
備
、散
水
設
備
、汚
水
排
水
設
備

完成イメージ図

安全を祈願する
中嶋憲

けん

正
せい

市長

視察研修の様子

問
社
会
体
育
課　
☎（
43
）１
１
５
０

山鹿市カルチャースポーツセンター　多目的グラウンド・テニスコートの整備工事着工
平成 31 年４月利用開始

多目的グラウンド

整備計画図

テニスコート

総合体育館

駐車場

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
が
で
す
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９ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※９月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　松本　誠司さん♥緒方　菜月さん
　　　　　本田　崇司さん♥錦戸志緒梨さん
　川　辺　瀬口　尚也さん♥江藤　　恵さん
　大　道　本田　　賢さん♥隋　　宜婕さん
鹿　北
　岩　野　田島　和弥さん♥髙森　聖羅さん

鹿　本
　稲　田　藤本　龍慈さん♥龍　　由里さん
鹿　央
　山　内　鍬田　祐樹さん♥古賀上早苗さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　平野　晃
あきまさ

政さん　芹川　暖
は る と

叶さん
　　　　　尾﨑　陽

よ う た

大さん　池上　千
ち は や

隼さん
　　　　　北野　湊

そ う た

太さん　髙森　壱
い つ き

暉さん
　米　田　小北　佳

け い と

弦さん　広瀬　珠
じ ゅ な

奈さん
　八　幡　髙木　航

こ う た

汰さん　　山　糸
い と は

葉さん
　大　道　古江　陽

ひ な た

太さん　迎田　琉
りゅうしん

心さん
　　　　　瀬口　怜

れ い あ

空さん
鹿　北

　岳　間　鬼塚　音
と わ

羽さん
　岩　野　有働　駿

しゅんぺい

平さん　小川　愛
あ い り

莉さん

菊　鹿

　内　田　栗原　萌
め い

衣さん
　城　北　坂本　広

こ う き

希さん　堤　　千
ち ほ

穂さん
鹿　本

　来　民　中山紘
こう た ろ う

太朗さん　小原壮
そういちろう

一郎さん
　稲　田　松下　結

ゆ づ る

弦さん
鹿　央

　千　田　宮川夏
な の は

乃葉さん　葊瀬羽
う る あ

琉亜さん
　　　　　片瀬　亜

あ ら ん

蘭さん

山　鹿
　山　鹿　宮川　直昭さん (88)　竹崎　一由さん (84)
　　　　　滝本　和子さん (87)　大矢野ヒサコさん (95)
　　　　　宇都宮定勝さん (72)　築山夛美子さん (73)
　　　　　山下ハマ子さん (97)　川端　春子さん (78)
　米　田　坂梨美代子さん (91)
　川　辺　瀬口　新治さん (57)　大井　　崇さん (74)
　八　幡　中原　博子さん (81)　新堀ミエ子さん (95)
　　　　　　本　　林さん (95)　山下　澄子さん (67)
　平小城　仲間ヒトエさん (92)
　三　岳　吉川　休子さん (85)　森　ツギオさん (97)
　　　　　生野冨貴子さん (84)　船津由紀子さん (67)
　三　玉　池田美惠子さん (68)　竹下ヨオ子さん (90)
　　　　　木庭　弘子さん (54)　竹下　富子さん (96)
　　　　　森本　正光さん (62)　渕上　健二さん (64)
　　　　　石田　裕子さん (81)
　大　道　石村　季明さん (98)　本田　大心さん (21)
鹿　北
　岩　野　田中久美子さん (81)　田中　欽子さん (82)
　　　　　福岡アヤメさん (92)
　広　見　中島不二子さん (92)　立山　　弘さん (95)

お く や み

菊　鹿
　内　田　渡邉　義光さん (95)　渕上　　誠さん (94)
　　　　　渡邉　昭和さん (81)　吉里　曻次さん (73)
　　　　　中田　昭則さん (69)
　六　郷　德丸　昭弘さん (81)　德丸　一成さん (72)
　　　　　小澄トミ子さん (92)　石川　深士さん (93)
鹿　本
　来　民　斉藤シズヱさん (86)　西村　　一さん (85)
　稲　田　古荘　昭彦さん (64)　吉井シゲコさん (92)
　中　富　小材　延子さん (75)
鹿　央
　千　田　鈴川千代子さん (82)
　米野岳　横塚　朋子さん (74)　朝倉　京介さん (79)
　　　　　米加田建進さん (74)　竹原　義德さん (100)
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豊かな心と確かな学力を兼ね備え、
　夢に向かってたくましく生き抜く生徒の育成鶴城中学校

　本校の「よさこいソーラン踊り」は、今年度で 15
代目になります。衣装は、その当時の職員が呼び掛け、
保護者の皆さんに協力を得て、家庭に眠る矢旗を集め、
手作りしたものです。
　昨年度からは、生徒数の減少により、女子のみのソー
ラン踊りから変更し、男子も交え全校生徒で踊ってい
ます。より一層、迫力が加わり、体育大会では大喝采
をいただきました。
　さらに、このソーラン踊りは地域の保育園や校区の
祭りなどにも出演し、地域の活動に華を添えています。
自分たちを育ててくれた皆さんに、中学生として立派

に成長した姿を見せ、うれしい恩返しができています。
　また、学習面では、授業開始前の「立腰（りつよう）」
の掛け声で、全員の背筋が伸び、黙想へと続き授業の
雰囲気が作られています。
　さらに、論理的思考力
を身に付けるために、話
すとき、発表するときに
根拠や理由を付け加える
ことを意識しながら学ん
でいます。
　友達の発言を待てる心の余裕、しっかりと考えて伝
えようとする思いやりの心、最後まで考え、やり抜こ
うとする意思など、育ちつつある鶴城
中生です。
　いろいろな場面で、学校教育目標の
実現を目指し、日々の活動に取り組ん
でいます。

◦鶴城中学校データ◦　船津巧校長　生徒数45人
鶴城中15代目ソーラン踊り

３年生社会科の授業の様子

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

子育て支援　育児情報

「子育て応援の店」登録店
ミスタータイヤマン（山鹿市）

授乳の場、ミルク用のお湯の提供、
おむつ交換の場

〜地域ぐるみで子どもを育てあい〜

子育て短期支援

やまがファミリーサポートセンター
・�保育園へ登園する前の時間または降園後、子どもを預

かること。
・�保育園までの送迎。
・��学校の放課後または学童保育終了後、

子どもを預かること。
・�冠婚葬祭や兄弟姉妹の学校行事の際、子どもを預かる

こと。
・�買い物（病院）など外出の際、子どもを預かること。
※原則として協力会員の自宅でお預かりします。
※�利用には事前の登録が必要です。また、料金も発生し

ます。
事務局（社会福祉協議会）☎ (44)8800

◯�この他に、家事や育児で困っている家庭に向けた育児
支援として「たんぽぽ倶楽部」があります。

ショートステイ（宿泊あり）
　保護者が家庭において子どもを養育する
ことが困難になったとき、子ども・保護者を
緊急一時的に保護します。
　例えば、病気、配偶者からの暴力、身体または精神上
の理由、その他経済的な理由など。

トワイライト（宿泊なし）
　保護者が仕事などの理由で、平日の夜間や土日祝日な
どに不在となり、家庭において養育が困難となった場合、
緊急的に保護します。
※�これらは市が行う事業で、利用についてはいくつかの

確認事項があります。
※�利用料が発生します。

子ども課☎ (43)1514
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　ことしの６月に、三玉地区犬塚に洋画家と版画家のご夫妻
が引っ越してこられました。画廊「ガッレリア・アッシジ」を主
宰される森田さんご夫婦です。現在、三玉の多くの神様が登

場する紙芝居を作っています。それは
犬っ子のランちゃんとリリィが三玉を旅し、
たくさんの神様に出会い、助けられると
いう楽しいお話です。今回、三玉保育
園にご夫妻でおいでいただき、披露して

いただきました。きれいな絵と親しみやすい話に、子どもたち
は目を輝かせて見ていました。三玉地区には毘

び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

、観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

、西
さい

行
ぎょう

法
ほう

師
し

、地
じ

蔵
ぞう

菩薩、虚
こ

空
くん

蔵
ぞう

菩薩などの他、一つ
目神社、不動岩、金

こん

毘
ぴ

羅
ら

宮
ぐう

、孝
こう

子
し

権
ごん

四
し

郎
ろう

さんや松尾中佐など、
神様や仏様、そして偉人の碑などがたくさんあります。子どもた
ちに「こんなに多くの神様などに守られて育っていること」「そ
れをずっと受け継いで守ってくださっている人 が々いること」を
知り、自分のお家の周りのことをもっと知ってほしいと話しました。
紙芝居は現在、２巻完成。
その後、久原、霊仙、蒲
生、上吉田と取材を続け
られ、ランちゃんとリリィの
旅が続き、３巻、４巻と続
いていきます。私たちも、「住んでいる地域のことをよく知り、ふ
るさとを愛せる子どもたちを育てよう！」と思います。

　ことしも西保育園の「第１こども農園」では、いろいろな
野菜が採れました。なかでも、地域の皆さんに頂いたキンショ
ウメロンの苗が農園一面に実ったときには、歓声と感動に思
わずカメラを手にしました。

　左の写真は、乳児クラスの子ど
もたちがジャガイモ掘りを楽しんで
いるところです。このジャガイモを
使って、おやつに「じゃがいも餅」
を作りました。菜園活動を通して
「食」への関心も深まっています。

　幼児クラスでは、種や苗植え、
野菜の収穫、クッキング体験を楽
しんでいます。４・５歳クラスでは、
その日の給食材料を三色表に照ら
し合わせて栄養素についても楽し
く学んでいます。
　採れた野菜をクッキングできたときの子どもたちの表情は達
成感に満ちあふれてとてもうれしそうです。地域の皆さんから
新鮮な野菜を頂き、給食に野菜たっぷりメニューを常に提供
できることに感謝しながら食への思いを大切に育んでいます。
　11月10日㈮にはおじいちゃん、おばあちゃんたちと園児全
員で「第２こども農園」のサツマイモ掘りを体験し、ボランティ
ア活動のゴミ拾いをしたあと、保育園伝統の、こども農園の
芋で作ったいきなりだんごの「だんご汁会」を計画しています。

神様がいっぱいの紙芝居
三玉保育園☎ (43)6330

クッキング　大好き
山鹿西保育園☎ (44)5582

ご夫妻と一緒に記念撮影

神様がいっぱいの紙芝居

明るく元気で笑顔あふれる めのだけ小めのだけ小学校

◦めのだけ小学校データ◦　篤永高志校長　児童数 308人

合唱部「コメット」、九州合唱コンクールで金賞受賞！
　４月に米田・千田・米野岳・山内の４つの小学校を
統合して「めのだけ小学校」が開校しました。その４
校から歌うことの好きな子どもたち25人が集まって、
合唱部「コメット」として、現在活動しています。
　９月 23 日に県立劇場で行われた九州合唱コンクー

ルに、合唱部コメットが
出場しました。わらべ歌
「通りゃんせ」、熊本民謡
「おてもやん」の２曲を
無伴奏で歌い、お互いの
声の響きを聴き合っての
美しいハーモニーが評価

され、見事金賞を受賞しました。初出場のメンバーも
多かったのですが、金賞に輝き、大きな自信となりま
した。
　次は、１月に開催されるアンサンブルフェスティバ
ルで、県代表になることを目標に、これからも練習に
励みます。

「心を一つにめのっ子魂見せつけろ、これが新めのだ
け小最初の運動会だ！」
　このスローガンのもと、めのだけ小学校第１回運動
会を９月 24 日に行いました。台風の影響で１週間延
期になりましたが、その
分練習もでき、気合い十
分、みんなで走って踊っ
て声を出し、感動や達成
感に包まれた１日となり
ました。特に、５・６年
生「よさこいソーラン節
めのだけVersion」は見応え十分で、アンコールの声
に応えて２度も踊りを披露しました。

つながる広がるハーモニー

心を一つに「ソーラン節」
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
１歳６カ月児健診
28年３月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
３〜４カ月児健診
29年７月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
29年３月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年 12月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年 12月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
26年７月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
３〜４カ月児健診
29年７月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
28年３月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

26 27 28 29 30
７〜８カ月児健診
29年３月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

３歳児健診
26年７月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

11健康カレンダー
月

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

●

●

文化の日

勤労感謝の日

対象年齢 助成回数 個人負担額
 満１〜 12 歳 ２回 1,500 円 / 回 満 13 〜 18 歳 １回

◦�対象者　山鹿市に住所がある満１〜18歳
　　　　　（平成12年 4月 1日生まれまで）の人
◦�接種期間　12月28日㈭まで（医療機関診療日時間内）
　※ �12 月 29日㈮〜 31日㈰については医療機関へお問い合わ

せください。
◦�助成回数と個人負担額
　※�接種費用の７割を市が助成しますので、３割で接種できます。

任意（子ども）インフルエンザ予防接種の
費用を一部助成します

※�実施医療機関など詳しくは、広報やまが 10月号や市ホーム
ページをご覧ください。
※ �65歳以上の定期インフルエンザ予防接種も同じ期間で実施し
ます。

献血にご協力ください
【献血日】11 月 10 日㈮
◦ひだまり駐車場
受付時間　 9：30 〜11：30
　　　　  12：30 〜15：30

【献血日】11 月 16 日㈭
◦ MrMax 山鹿店
受付時間　 9：30 〜11：30
　　　　  12：45 〜16：00

【献血日】11 月 30 ㈭
◦鹿央市民センター
受付時間　 9：30 〜11：30
◦ JA 鹿本本所
受付時間  13：00 〜16：00

　平成 30 年４月 30 日㈷まで
「U − 39 献 血 キャンペーン」
を実施しています。現在、輸血
を必要とする人が増える一方、
10 〜 30 代の献血協力者が減
少しています。そこで、400mL
献血にご協力いただいた 10 〜
30 代の人に、赤十字血液セン
ター作製の啓発グッズ（お菓子
の詰め合わせ）を配布し、献血
の推進を図っています。皆さま
のご協力をお願いします。

10・20・30代対象！
Ｕ－39献血キャンペーン
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
消化器内科
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。

　
で
は
実
際
に
検
査
を
受
け
た
患
者
さ

穹窿部

胃体部

胃角

幽門

大彎

小彎十二脂腸球部

食道

前庭部

噴門

胃の部位の名称

　風しんは、妊娠期間の前半（20週頃まで）に妊婦が感染
すると、赤ちゃんが目や耳、心臓などに障がいをもって生
まれる可能性があります（先天性風しん症候群）。そのため、
妊娠・出産を考えている人は、風しんにかからないように
妊娠前に予防しておくことが大切です。県では、風しん抗
体検査を無料で実施します。

風しん抗体検査が無料で受けられます
　市では、赤ちゃんの先天性風しん症候群を予防するため、
風しんの抗体価が低い人を対象に、風しん予防接種の費用を
一部助成します。ぜひこの機会に風しんの予防接種を受けま
しょう。

風しん予防接種の費用を一部助成します
妊娠を希望する人へ

◦�対象者　接種当日に山鹿市に住所があり、次の①か②に当
てはまる人
　①�県が実施する「熊本県風しん抗体検査事業」で予防接種
が必要と判断された人

　※�「熊本県風しん抗体検査事業」は左記のとおりです。
詳しくは山鹿保健所へお問い合わせください。

　②�過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI 抗体価
が 16倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性

　※�妊娠中の女性や妊娠をしている可能性がある女性は、
予防接種を受けられません。

◦�接種期間　平成30年３月 31日㈯まで
◦�個人負担額　3,600円
※接種費用の７割を市が助成しますので、３割で接種できます。
◦�手続き方法　対象者で接種を希望する人は、健康増進課へ
ご連絡ください。詳しくは市のホームページをご覧ください。

◦�対象者　県内に住んでいる人で、次の①か②に当てはま
る人
　①妊娠を希望する女性とその配偶者などの同居者
　②��風しんの抗体価が低い妊婦（HI 抗体検査で 16倍以下）
　　の配偶者などの同居者
※次のどれかに当てはまる人は除きます。
◦過去に風しん抗体検査を受けたことがある人
◦風しんの予防接種歴がある人
◦�風しんにかかったことがある（検査で確定診断を受けた）人
◦実施期間　平成30年３月 31日㈯まで
◦問い合わせ先　山鹿保健所保健予防課　☎ (44)4121

◦�対象者　①無料クーポン対象者（平成８年４月２日〜平成９年４月１日生まれ）
　　　　　② 19歳以上の希望者（平成11年３月 31日以前生まれ）
◦�実施医療機関　井上産婦人科医院、谷産婦人科医院、山鹿市民医療センター、清田産婦人科医院（植木町）、
　　　　　　　黒川産婦人科医院（菊池市）、米田産婦人科医院（菊池市）、斉藤産婦人科医院（菊池市）

◦持参品　子宮頸がん検診問診票、検診料金、健康保険証
◦�検診料金　75歳未満 1,700 円　　75歳以上 600円
　※市民税非課税世帯と生活保護世帯の人は検診当日に証明書を持参すると無料で受診できます。
　※受診するときは、健康増進課が発行する受診券が必要です。希望する人は、健康増進課へお電話いただくと受診券を送り
　　ます。無料クーポン対象者には、５月末に個別通知をしていますので、ご確認ください。

子宮頸
け い

がん検診（医療機関）を11月末まで実施しています
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
５
期
）

◦�

納
期
限　
11
月
30
日
㈭

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）　
11
月
24
日
㈮
・
27
日
㈪

〜
30
日
㈭　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
11
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

　
こ
の
季
節
、
野
生
キ
ノ
コ
の
本
格
的
な
発

生
時
季
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
食
べ
ら
れ
る
キ

ノ
コ
と
毒
キ
ノ
コ
の
判
別
は
難
し
く
、
素
人
判

断
は
と
て
も
危
険
で
す
。
平
成
25
年
秋
に
は

山
鹿
市
内
で
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
で
あ
る
と
確
実
に
判
断
で

き
な
い
キ
ノ
コ
は
採
取
し
た
り
、
食
べ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
採
ら
な
い
。
食

べ
な
い
。
売
ら
な
い
。
人
に
あ
げ
な
い
」

問�

山
鹿
保
健
所
衛
生
環
境
課☎（

44
）４
１
２
１

野
生
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意

お 知
せら

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
使
用
で
き
る

本
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

リ
「
や
ま
が
メ
イ
ト
」
で
、
家
庭
ご
み
の

収
集
日
や
分
別
辞
典
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
居
住
区
欄
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
内
に
ご
み
の
収
集
日
と
種
類
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問�

環
境
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）７
２
１
１

家
庭
ご
み
の
情
報
が
「
や
ま
が

メ
イ
ト
」
で
確
認
で
き
ま
す

お 知
せら

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

山
鹿
保
健
所
で
は
、
12
月
１
日
㈮
の
「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡

充
し
実
施
し
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ

　

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
が
ん
の
患

者
さ
ん
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
会
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
参
加
さ
れ
る

患
者
さ
ん
や
、
ご
家
族
に
も
お
気
軽
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
「
お
茶
会
」
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
11
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容　
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
話
ほ
か

◦�
参
加
対
象
者　
乳
が
ん
の
治
療
中
ま
た
は

治
療
後
の
患
者
さ
ん
、
お
よ
び
そ
の
ご
家
族

◦�
参
加
費　
２
０
０
円

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

　

家
き
ん
な
ど
を
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
と
し
の
冬
も
ウ

イ
ル
ス
が
渡
り
鳥
に
よ
っ
て
日
本
に
運
ば
れ

て
く
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
は
野
鳥
そ
の
も
の
、
羽
、
フ

ン
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
触
れ
た
野
生
動
物
に

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次
の

点
に
気
を
付
け
て
大
切
な
家
き
ん
や
愛
玩
鶏

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

野
鳥
や
野
生
動
物
と
接
触
さ
せ
な
い
。

①�

飼
育
小
屋
に
は
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
（
網
目

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受

け
ら
れ
ま
す

「
乳
が
ん
患
者
の
集
い
」
の

お
知
ら
せ

少
羽
数
家か

き
ん
飼
育
者
や
愛あ

い

玩が
ん

鶏け
い

を
飼
育
し
て
い
る
人
へ

お 知
せら

お 知
せら

お 知
せら

　

借
金
問
題
な
ど
多
重
債
務
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

消
費
生
活
相
談
員
が
話
を
伺
い
ま
す
。
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
解
決
へ
の
早
道

で
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
は
事
業
者
向
け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士

に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
も
行
い
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

日
時　
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

◦�

場
所　
合
志
市
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

問�

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会
の

開
催

相 談
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、

感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始

め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
で
き
ま
す
。
検

査
は
採
血
だ
け
で
、短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

◦�

日
時　
11
月
29
日
㈬

　

午
前
９
時
～
11
時
、
午
後
５
時
～
７
時

◦�

場
所　
山
鹿
保
健
所

◦�

内
容　
血
液
検
査

◦�

対
象
者　

感
染
な
ど
の
心
配
が
あ
る
人

（
検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

◦�

費
用　
無
料

◦�

結
果　
採
血
後
約
１
時
間
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
検
査
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

２
㎝
以
下
推
奨
）
を
張
り
、
野
鳥
や
野
生

生
物
が
侵
入
す
る
隙
間
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
飼
育
小
屋
周
囲
に
消
石
灰
を
ま
く
。

飼
育
小
屋
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
。

①�

飼
育
小
屋
に
入
る
と
き
と
、
出
た
後
は
手

や
長
靴
な
ど
を
し
っ
か
り
洗
い
消
毒
す
る
。

②�

家
き
ん
に
与
え
る
水
や
餌
に
、
野
鳥
（
カ

ラ
ス
も
含
む
）
や
野
生
動
物
（
ネ
ズ
ミ
や

イ
タ
チ
も
含
む
）お
よ
び
そ
れ
ら
の
ふ
ん
・

尿
な
ど
が
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

問
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

☎（
46
）３
３
３
２
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入札結果の報告（９月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

９/ ５ 山鹿市カルチャースポーツセンター給水施設
整備工事 熊入町地内 城設備㈱ 33,588,000

９/ ５ 山鹿小学校空気調和設備設置工事 山鹿地内 ㈲東総合設備 20,844,000

９/ ５ みどり団地木部塗装工事 菊鹿町下永野地内 サカイ塗装 15,552,000

９/ ５ 災補河第 4128 号　深倉川災害復旧工事
外１件合冊 小坂地内 ㈱皆本建設 8,532,000

９/ ５ 災補河第 4134 号　広見川災害復旧工事 鹿北町四丁地内 ㈱古城建設 5,292,000

９/ ５ 災補河第 4136 号　浦矢谷川災害復旧工事 菊鹿町矢谷地内 ㈱成貢建設 5,648,400

９/26 山鹿市鹿央地域福祉センター空調機更新工事 鹿央町合里地内 アイビー浄水㈲ 5,281,200

９/26 岩原合里線道路整備工事 鹿央町広地内 ㈱皆本建設 32,076,000

９/26 春間線道路整備工事 鹿央町岩原地内 ㈱誠和 10,368,000

９/26 梅木谷中浦線道路整備工事 鹿央町中浦地内 ㈱拓進 10,800,000

９/26 小嶋津袋線舗装工事 鹿本町高橋地内 ㈲藤掛建設 13,230,000

９/26 田渕柏の木線舗装工事 鹿北町岩野地内 ㈱小川建設 5,043,600

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
公
共
職
業

訓
練
「
経
理
事
務
パ
ソ
コン
科
」
実
施
に
伴
い
、

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
申
し
込
み
を
し
た
離
職
者
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
、
再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う

各
地
域
の
専
門
学
校
な
ど
に
訓
練
を
委
託
し
、

こ
れ
か
ら
の
職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

習
得
で
き
る
よ
う
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

※�
入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
１
万
４
０
０
０
円
程
度
の
自
己

負
担
が
必
要
で
す
。

◦�

募
集
期
間　
11
月
24
日
㈮
〜
12
月
22
日
㈮

◦�

訓
練
期
間　
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
〜

　

４
月
27
日
㈮

◦�

訓
練
会
場　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン

ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
方
保
田
63
番
地
）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

募 集
◦�

日
時
・
募
集
ク
ラ
ス

　
【
11
月
25
日
㈯
午
後
】

　
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
の
部
（
小
学
４
・
５
・
６
年
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
の
部
（
小
学
１
・
２
・
３
年
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
の
部
（
幼
稚
園
・
保
育
園
児
）

　
【
11
月
26
日
㈰
午
後
】　

一
般
混
合
の
部

◦�

場
所　
さ
く
ら
湯
周
辺

◦�

参
加
料　
１
チ
ー
ム
（
保
険
料
含
む
）

　

ジ
ュ
ニ
ア　

１
５
０
０
円

　
一
般
混
合
　
３
５
０
０
円

◦�

申
込
期
限　
11
月
６
日
㈪

問
山
鹿
商
工
会
議
所　
　

☎（
43
）４
１
１
１

「
山
鹿
温
泉
祭
」
伝
説
力
く
ら
べ

綱
引
き
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

募 集

◦�

申
し
込
み
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
　

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
０
９

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

　

農
業
の
振
興
と
次
世
代
に
つ
な
ぐ
農
業
・

農
村
の
基
盤
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
鹿
本
農

業
協
同
組
合
で
は
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
を
目
的
に
新
規
就
農
研
修
生
を
募
集
し

ま
す
。

◦�

研
修
条
件　
①
農
業
に
対
す
る
固
い
意
思

と
意
欲
の
あ
る
新
規
就
農
希
望
者
や
農
業

後
継
者
で
研
修
終
了
後
、
Ｊ
Ａ
鹿
本
管
内

に
居
住
し
就
農
で
き
る
人
②
研
修
後
は
、

Ｊ
Ａ
鹿
本
の
事
業
を
活
用
で
き
る
人
③
研

修
後
、
農
業
経
営
開
始
に
あ
た
り
一
定
程

度
の
自
己
資
金
の
準
備
が
で
き
る
人

◦�

応
募
資
格　
お
お
む
ね
45
歳
以
下

◦�

研
修
期
間　
平
成
30
年
７
月
１
日
㈰
〜

　

平
成
31
年
６
月
30
日
㈰
（
一
年
間
）

◦�

研
修
作
物　
促
成
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

◦�

募
集
人
員　
希
望
者
数
お
よ
び
受
け
入
れ

体
制
に
よ
り
決
定
（
６
人
程
度
）

◦�

募
集
期
限　
12
月
22
日
㈮

※�

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
鹿
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

鹿
本
農
業
協
同
組
合
営
農
企
画
課

☎（
41
）５
１
４
６

新
規
就
農
研
修
生
募
集

募 集

11
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

11
月
15
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）
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多様な住まいの場における看取り支援事業講演会

超高齢社会を迎え、自宅や介護施設など住み慣れた場所で、老いや死をしっかりと見据え、
最期までどうよりよく生きるかについて、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

『穏やかな最期を迎えていただくための支援について』

開催日時／平成29年 11月 12日㈰　午後１時30分～３時
会　　場／山鹿市鹿本市民センターひだまり
主　　催／熊本県・公益社団法人熊本県看護協会（問い合わせ先☎096(369)3203）
対 象 者／どなたでもご参加いただけます
講　　師／きくか松岡クリニック　院長　松岡三正　氏 松岡三正　氏

参加費
無料

　日常生活の中で、睡眠を除いた１６～１８時間はエネルギーを使います。日常生活は、
実はすごい運動なんです。普段から少し意識して動くだけで、エネルギーをたくさん消
費できます。運動をする時間が取れない人も、できることから始めてみませんか。

山鹿市民歩こう運動 問健康増進課　☎（43）0050

例）体重60㎏の人が「大股（プラス10㎝）で少し早く歩く」を10分間行うと
0.08kcal　×　60kg　×　10分　＝　48kcal

消費エネルギー
（kcal）

エネルギー消費量
（kcal/ 分）

あなたの体重
（kg）

運動時間
（分）× × ＝

●消費エネルギーの計算式

コンビニのおにぎり１個（約100g、160kcal）を消費するには、30分以上歩くことになります。

●運動種類別のエネルギー消費量

※エネルギー消費量は、その運動を５分間続けたときの数値ですが、年齢や性別で若干の違いがあります。
参考文献：長野茂

しげる

著『１分間ながら運動ダイエット』日本体育協会スポーツ科学委員会作成資料

運動の種類
〜どの運動も、息は止めないで行うことがポイント！〜

エネルギー消費量
（kcal/ 分）

あなたの体重
（kg）

運動時間
（分）

消費
エネルギー

歩
き
な
が
ら

普通に歩く 0.02 × × ＝
大股（プラス10㎝）で少し早く歩く 0.08 × × ＝
階段を上り下りする 0.1 × × ＝

立
っ
た
ま
ま

その場で足踏み 0.06 × × ＝
両手を腰にあて、左右交互に膝を上げる（太ももが床
と平行になるくらい） 0.08 × × ＝

かかととつま先の上げ下げ・足首ストレッチ 0.06 × × ＝

椅
子
に
座
っ
て

両足のくるぶしと両膝をぴったり合わせて座り、両膝
に力を込めて押し合う 0.06 × × ＝

膝を片方ずつ、ゆっくり、真っすぐ伸ばす。つま先を手
前に引き、その姿勢を保つ 0.12 × × ＝

両手を太ももに軽く乗せ、やや前かがみになる。椅子
から腰を少し浮かせ、姿勢を保つ 0.12 × × ＝

ラジオ体操 0.08 × × ＝
横
に
な
っ
て

あおむけで膝を立てて左右に倒す。顔は逆を向く 0.02 × × ＝
あおむけで片方の膝を両手で抱え、胸に引き寄せる。
もう片方の足はつま先を伸ばす 0.02 × × ＝

あおむけで両手両足を上げ、30 秒間ぶらぶら揺らす 0.04 × × ＝

山鹿市民歩こう運動キャッチフレーズ　「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」「健康のはじめの一歩は歩きから」
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㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

「自助」「共助」「協働」を原則として、社会のさま
ざまな場で防災力を高める活動が期待され、その
ための十分な意識と一定の知識・技術を修得した
ことを、日本防災士機構が認証した人です。
防災士には、家庭・職場・地域のさまざまな場で
多様な活動が期待されています。その役割は大き
く分けて３つあります。

１．�県が主催する地域防災リーダー養成研修『火
の国ぼうさい塾』の３日間の講義を受講する
こと。

　　※�『火の国ぼうさい塾』は、平成 30 年１月
28 日㈰・2月 11 日㈰・２月 12 日㈷に開催
される予定です（３日間の受講が必須）。

２．�上記研修を受講し、防災士資格取得試験に合
格すること。

３．�消防署、日本赤十字社などが実施する救急救
命の実技講習を受講し、終了していること。

　
山鹿市内に住んでいて、防災に関心がある人、地域
の防災に貢献したい人、積極的に活動したい人

防災士資格取得試験料（３千円）と防災士認証登録
に係る申請手数料（５千円）を助成します。

防災監理課と各市民センターに準備している受講申
込書に必要事項を記入し、持参、メール、ファック
スで申し込んでください。
募集定員　100 人
※�応募者多数の場合は抽選となります。
※受講申込書は市ホームページにも掲載しています。

11月 30 日㈭必着

防災士を目指す人を応援します！
　災害から身を守るためには、自分で自分の身を守る「自助」、地域でお互いに助け合う「共助」がとて
も重要です。
　山鹿市では、地域防災に貢献したいと考えている人、防災意識を高めたい人、その他防災に関心がある
人のために、県が開催する地域防災リーダー養成研修『火の国ぼうさい塾』を受講し、防災士の資格取得
を目指す人を応援（支援）します。

防災士とは 受講資格

助成内容

応募方法および募集定員

申込期限

防災士になるための条件

申し込み・問い合わせ先
防災監理課　☎ (43)1113　FAX(44)0373
E-mail bousai@city.yamaga.kumamoto.jp

災害時の公的
支援が到着す
るまでの被害
の拡大の軽減

災害発生後の
被災者
支援の
活動

平常時の防災
意識の啓発、
自助・共助活
動の訓練支援
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

　

博
物
館
研
修
講
座
「
お
も
て
な
し
講
座
」

の
一
環
と
し
て
「
眼
鏡
橋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
11
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦�

演
題
　「
眼
鏡
橋
の
構
造
と
造
り
方
」

◦�

講
師
　
中
村
幸こ

う

史し

郎ろ
う

氏

◦�

参
加
費
　
無
料

問�
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

博
物
館
お
も
て
な
し
講
座

「
講
演
会
」
開
催

催 し
　
ス
ト
ー
マ
を
造
設
さ
れ
た
患
者
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
お
話
を
し
ま
す
。
業

者
よ
り
新
製
品
の
紹
介
も
予
定
し
て
い
ま

苺
の
会

（
ス
ト
ー
マ
患
者
の
集
い
）

催 し

「2017新シルク蚕
さ ん

業
ぎょう

サミット in やまが」開催　（一般参加者募集）

　※詳しくは、専用ホームページをご覧ください。（検索ワード：シルクオンバレー）
　　http://silk-on-valley-yamaga.jp/
　※参加申し込み方法：住所、氏名、連絡先、参加人数を下記までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問農業振興課　☎ (43)1556

・日時：11 月９日㈭　13：30 〜 17：00
・場所：山鹿市民交流センター　文化ホール
・主催：やまが新シルク蚕業構想推進協議会
・後援：農林水産省、経済産業省、熊本県、熊本大学、㈱肥後銀行、伊藤忠商事㈱
・定員：400 人（入場無料）うち、一般参加者 100 人程度の募集
・概要：�①スペシャルゲスト：MIT メディアラボ助教「スプツニ子」氏の講演
　　　 � ②山川高

こう

風
ふう

氏（山鹿出身オペラ歌手）と和楽器（箏・三絃など）による演奏会
　　　  ③山鹿中学校・鹿北中学校１年生による養蚕体験発表会
　　　  ④フランス、タイにおけるシルク事情、今後の取り組み
　　　  ⑤日本各地の養蚕、シルクに関連する取り組みなど

　現在、本市で推進している「新シルク蚕業構想」の一環として「2017新シルク蚕業サミット inやまが」を次のとおり開
催します。
　このサミットは、かつて日本が世界に誇ったジャパンブランドシルクの再興と新たなシルク産業の創出に向けて、養蚕・
シルクに関連する企業・大学・研究機関などが一堂に会し、本構想の進捗状況や国内外における新たなシルク産業の取り
組み・可能性などについてのご紹介や意見交換を行うものです。
　この機会に市民の皆さまにも、より深く「新シルク蚕業構想」を知っていただけるよう、一般の参加者を100人ほど募
集します。定員になり次第終了しますので、お早めに申し込みください。

◦�

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

◦�

応
募
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◦�

募
集
期
間　
随
時

◦�

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

◦�

試
験
種
目　
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適

性
検
査
、
身
体
検
査

問�

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

山
鹿
地
域
事
務
所　
　

☎（
43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募 集

申
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お正月前の屋内外の清掃・除草・障子等の張り替え作業はお早めに！
※シルバー派遣事業についてもご相談ください。

11月８日㈬・22日㈬　午前10時～
12月６日㈬・20日㈬　午前10時～
センターにて新入会員説明会を開催します。

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があり
ます。なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合
わせは、八千代座までどうぞ　　　　問☎ (44)4004

11 月
開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈬
〜５日㈰

坂東玉三郎
　映像×舞踊公演 午後 有料

８日㈬ 休館日

11日㈯ 山鹿市青少年健全育成大会 午前 無料

16日㈭
17 日㈮

中村勘九郎 · 七之助 全国芝
居小屋 錦秋特別公演 2017

午後
午前 有料

18日㈯ 熊本地震 ·九州北部豪雨 ·復
興支援八千代座シャンソン大会 午後 無料

24日㈮ 八千代座　錦秋映写会１ 日中 有料

25日㈯ 子どもたちが語るふる里自慢 日中 無料

26日㈰ 湯の町山鹿　華の饗宴 午後 無料

　

熊
本
県
と
関
係
の
深
い
ヲ
ホ
ド
大
王
（
の
ち

の
継け

い

体た
い

天
皇
）
の
出
身
地
で
あ
る
、
福
井
県
の

装
飾
古
墳
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

◦�

日
時

　�

11
月
11
日
㈯
〜
平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦�

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

入
館
料　

　

�

大
人
４
２
０
円
、
大
学
生
２
６
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料

企
画
展
関
連
講
座　
装
飾
古
墳
館
集
中
講
座

�

第
１
回

　
「
北
陸
の
支
配
者　
ヲ
ホ
ド
大
王
の
御み

世よ

」

◦�
日
時
　
11
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館　

集
団
学
習
室

◦�

講
師
　
県
立
装
飾
古
墳
館　

学
芸
課
長

　
　
　
　

坂
口
圭け

い

太た

郎ろ
う

氏

◦�

参
加
費
　
無
料

問�

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎︵
36
）２
１
５
１

「
ヲ
ホ
ド
大
王
と
越こ

し

の
国
の
装
飾
古

墳
〜
福
井
県
の
装
飾
古
墳
〜
」
展

催 し

　

被
災
地
復
興
支
援
（
道
の
駅
通
潤
橋
）
特

産
品
販
売
会
を
は
じ
め
鹿
本
町
新
米
試
食

会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
銭
太
鼓
、
三
線

会
演
奏
、
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
感
謝
祭　

里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

催 し

◦�

日
時
　
12
月
25
日
㈪

　
　
　
　

午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

◦�

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

◦�

出
演
　
キ
ン
カ
ン

第
５
回
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

催 し
す
。
当
院
以
外
で
手
術
を
さ
れ
た
人
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�
日
時　
11
月
15
日
㈬　

午
後
１
時
半

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容　
「
身
体
障
害
者
手
帳
の
社
会
福
祉

制
度
に
つ
い
て
」「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
使

用
方
法
」

◦�

参
加
料　
無
料

問�

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ス
ト
ー
マ
チ
ー
ム

☎（
44
）２
１
８
５

◦�

内
容
　
鹿
央
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
リ
オ
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
を
は
じ
め
イ
ン
ス
ト

曲
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

楽
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
２
本
に
よ
る
イ

ン
ス
ト
曲
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦�

入
場
料
　
無
料

問�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
０
８
１

な
ど
）
や
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、Ｂ
級
グ
ル
メ
、

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
入
場
無
料
。

※
く
ま
モ
ン
も
応
援
に
や
っ
て
来
る
！

◦�

日
時
　
11
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

問�

道
の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

☎（
46
）１
１
２
６

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�11月9日㈭・13日㈪・14日㈫・20日㈪・21日㈫・

23日㈷・27日㈪・28日㈫・30日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）
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定例相談

◦日時　11 月 10 日㈮ 
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　11月14日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

心配ごと相談
【一般】
①正看護師　182,500 円〜
②准看護師　178,000 円〜
③理学療法士　215,000 円〜
④栄養士　168,500 円〜
⑤ケアマネージャ一兼介護職
　170,400 円〜
⑥事務　145,000 円〜
⑦歯科アシスタント・受け付け
　138,000 円〜
⑧医療事務　141,000 円〜
⑨配膳・清掃・接客　155,000 円〜
⑩加工作業員　167,600 円〜
⑪加工機取り扱い全般　151,830円〜
⑫管工事作業員 (配管工 )　
　151,200 円〜
⑬�鉄骨組立・加工・溶接
　171,200 円〜

【パート】
①看護職員　時給 1,000 円〜
②介護ヘルパー　時給 1,095 円〜
③検査助手　時給 1,000 円〜
④一般事務　時給 800 円
⑤飲食店スタッフ　時給 780 円
⑥作業補助員　時給 800 円
⑦�食品加工　時給 1,100 円
⑧建物内清掃　時給740円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦�日時　11月1日㈬・8日㈬・15日㈬・
22日㈬ ･29日㈬　※要予約
　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　11 月９日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　11 月８日㈬・22 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�11 月７日㈫・14 日㈫・
　　　　21日㈫・28 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�11 月１日㈬・８日㈬・
　　　　15日㈬・22日㈬・29日㈬
　　　　午前９時半〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　11 月７日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　11 月 14 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　11月 21 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�11 月 28 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　11 月 10 日㈮
②�司法書士相談（登記関係）
　11月 17 日㈮※要予約
③法律相談　11 月24日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　11 月９日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　11月８日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　11 月７日㈫
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）
　11月 14 日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　11 月６日㈪
②法律相談　11月20日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所  ☎ (43)1134



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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第 42 回日本リーグ　試合結果

オムロン 15［　　］17 三重バイオレットアイリス  8-  7
  7-10

・第４戦

オムロン 19［　　］28 北國銀行  7-15
12-13

・第５戦

オムロン 22［　　］21 HC 名古屋10-12
12-  9

・第６戦

　10 月５日〜８日に、愛媛県で開催された第 72回国民体
育大会「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体」が開催され、オムロンハン
ドボール部はハンドボール成年女子の九州代表として出場し
ました。１回戦の富山県、準々決勝の東京都に勝利し、さらに、
準決勝での広島県にも勝利して決勝まで進みました。決勝戦
では、昨年と同じ顔合わせとなった石川県に惜しくも敗れま
したが、準優勝という成績を収めました。

第 72 回国民体育大会 準優勝
試合結果
15- 7
14-10

・１回戦

熊本県 32［　　］12 東京都14- 4
18- 8

・準々決勝

熊本県 24［　　］20 広島県13-11
11- 9

・準決勝

熊本県 16［　　］33 石川県
・決勝

第 42 回 日本ハンドボールリーグ開催中！
　9月 30日、山鹿市総合体育館で行われ
た第６戦「HC名古屋」との試合は白熱し
た展開となりました。この試合、前半は２
点のビハインドで終了。後半は追い上げを
見せて一時逆転しましたが、終盤に名古屋
の反撃を受けて同点に追い付かれました。
しかし、残り時間 21秒で尾崎選手がサイ
ドから決勝点のシュートを決め、この試合
に勝利しました。
　第４戦、第５戦と連敗をしましたが､ こ
れまで６戦を終えて４勝２敗。現在９チー
ム中５位の成績です。
　リーグ戦はまだ始まったばかりです。こ
としこそ４年ぶりの優勝目指して、みんな
でオムロンを応援しましょう。

＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 星田内科医院 / 小林医院 山鹿岩下薬局

５日㈰ 桑木内科 / やまがクリニック こじか薬局 / 山鹿岩下薬局

12 日㈰ 井上小児科医院 / 幸村医院 かおうまち薬局 / 山鹿岩下薬局

19 日㈰ 徳永循環器科内科医院 / 上塚外科胃腸科医院 きりん薬局 / 山鹿岩下薬局

23 日㈷ 山鹿回生病院 / たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

26 日㈰ 保利病院 エース薬局 / 山鹿岩下薬局

熊本県 29［　　］17 富山県

  8-14
  8-19

左から福井選手・東濱選手・松尾選手
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11
月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

■人の動き
人口 30 人減りました 53,184 人
男性 14 人減りました 25,044 人
女性 16 人減りました 28,140 人
世帯数 9 世帯増えました 21,797 世帯
〜14歳 11.8 ％ 6,302 人
15歳〜64歳 52.9 ％ 28,142 人
65歳〜 35.2 ％ 18,740 人

９月末現在 (増減は前月末比 )

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

株式会社VinEx 山鹿
取締役工場長　武田俊

とし

久
ひさ

さん

株
式
会
社
Ｖ
ｉ
ｎ
Ｅ
ｘ
山
鹿

【
香
る
米
焼
酎　

山
鹿
】

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。
　   

　
問
☎（
43
）４
１
１
１

☎（
36
）３
４
０
０

　

当
社
は
鹿
央
町
合
里
の
神し

ん

祖そ

酒
造

の
設
備
を
有
効
活
用
し
、
少
人
数
な

が
ら
こ
だ
わ
り
の
あ
る
焼
酎
を
製
造

す
る
新
会
社
と
し
て
、
平
成
25
年
に

創
業
し
ま
し
た
。
山
鹿
は
城
北
地
区

の
米
の
名
産
地
な
の
で
、
こ
の
原
料

と
山
鹿
の
地
下
水
の
魅
力
を
生
か
し

た
焼
酎
を
造
り
た
い
と
思
い
、
試
行

錯
誤
。
こ
と
し
４
月
27
日
に
「
香
る

米
焼
酎
山
鹿
」を
新
発
売
し
ま
し
た
。

　

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う

酵こ
う

母ぼ

と
、
城
北
産
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
を
使
用
し
、
吟
醸
酒
の
よ
う

な
高
い
香
り
の
中
に
も
米
の
味
わ
い

が
感
じ
ら
れ
る
焼
酎
と
し
て
、
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
山
鹿
市
内
の

酒
販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
生

産
本
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
購
入

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

おいしか

１本720㎖　2,500 円（税込み）

♥メッセージ
いつもニコニコ、元気いっぱいに育ってね。♡

（H29. ４.29 生まれ）
合里（鹿央）

　  やまぐち　　  りおな

山口　凜桜ちゃん

♥メッセージ
みんな、これからも
よろしくね。♡（H26.10.7 生まれ）

久原（山鹿）

　   もりかわ　　 るちあ

森川　月煌ちゃん

あ
と
が
き

♠
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
夏
も
過

ぎ
、
朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
わ
が
家
の
室
内
犬
も
、
寝

る
場
所
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
暑

い
夜
は
冷
え
た
床
板
の
上
だ
っ
た
の

が
、
最
近
は
私
が
寝
る
布
団
の
上
に
、

私
よ
り
も
先
に
就
寝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
も
っ
と
寒
く
な
る
と
今
度
は

布
団
の
中
に
入
っ
て
き
て
、
私
の
腕

を
枕
に
い
び
き
を
か
く
こ
と
も
。「
寝

室
を
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
し
な
い
ほ
う
が

よ
い
」
と
獣
医
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
か
わ
い
い
あ
ま
り
に
つ
い
つ

い
。
何
か
で
見
ま
し
た
が
、
意
外
と

愛
犬
と
寝
室
を
共
に
し
て
い
る
人
は

多
い
み
た
い
で
…
こ
れ
か
ら
こ
た
つ
が

お
目
見
え
す
る
と
、
今
度
は
犬
と
の

場
所
取
り
が
始
ま
り
ま
す
（
秋
）


